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◎「バイデン政権下のアメリカ農業・農政」は全農林・農村と都市をむすぶ編集部
（TEL03-3508-4350）、「食と農の貿易ルール入門」は昭和堂（TEL075-502-
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食と農の貿易ルール入門
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ースを、どうすれば理解できるのか？重要なキーワ
ードのわかりやすい解説や「新聞記事で学ぶ」とい
うコーナーとともに、食や農に関わる人が知ってお
くべき貿易ルールを基礎から学ぶ。

作山 巧 著

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

バイデン政権下での農業・農政をとおして

日本農政の現状と課題を見つめる

バイデン政権下の
アメリカ農業・農政

農政トライアングルの崩壊と官邸主導型農政改革
安倍・菅政権下のTPPと農協改革の背景

第2次安倍政権では、自民党農林族・農水省・農協から
成る農政トライアングルが崩壊し、TPP締結や全中解体
のような急進的な農政改革が首相官邸主導で実現した。
その背景にある地殻変動を、TPP参加協議にも従事した
元農水官僚の研究者が明らかにする。

服部信司 著

作山 巧 著

◎「水田活用新時代」は農文協（農業書センターTEL03-6261-4760）、「農政改革下の
農業・農村」は農林統計出版（TEL03-3511-0058）、「日本酪農への提言」は全農林
・農村と都市をむすぶ編集部（TEL03-3508-4350）までお問い合わせください。

「農政改革」下の農業・農村
神山安雄 著

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

－減反・転作対応から地域産業興しの拠点へ－

水田活用新時代

谷口信和・梅本 雅・千田雅之・李 侖美 著

「日本酪農への提言」
持続可能な発展のために

米価下落、TPP・自由化路線に抗し、
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活かすための実践的提案の書
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演
劇
は
世
相
を
反
映
す
る
。

『
第
三
舞
台
』
を
主
宰
し
た
鴻
上
尚
史
氏
は
、

「
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の『
ス
ナ
フ
キ
ン
の
手
紙
』は
、

僕
が
一
九
九
四
年
に
書
い
た
作
品
で
す
。
こ
の
中

で
一
九
六
〇
年
代
か
ら
の
時
代
を
僕
は
「
理
想
の
六
〇
年
代
、
内

戦
の
七
〇
年
代
、流
血
の
八
〇
年
代
、そ
し
て
希
望
の
九
〇
年
代
」

と
書
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
続
編
の
『
フ
ァ
ン
ト
ム
・
ペ
イ
ン
』
で

は
、
二
〇
〇
〇
年
代
を
「
孤
立
の
〇
年
代
」
と
表
現
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、『
ホ
ー
ボ
ー
ズ
・
ソ
ン
グ
』
で
は
「
憎
悪
の
一
〇
年
代
」

が
描
か
れ
る
の
で
す
」（
鴻
上
尚
史
『
鴻
上
尚
史
の
ご
あ
い
さ
つ

一
九
八
一
―
二
〇
一
九
』
四
六
二‐

四
六
三
頁
）
と
記
す
。「
孤

立
の
〇
年
代
」、「
憎
悪
の
一
〇
年
代
」
は
頷
か
さ
れ
る
。

宮
台
真
司
氏
は
一
九
九
四
年
の
翌
一
九
九
五
年
が
特
筆
す
べ
き

転
轍
点
で
あ
っ
た
と
す
る
。「
…
今
日
の
〈
社
会
の
空
洞
化
〉
や
、

挙
げ
句
に
訪
れ
た
〈
感
情
の
劣
化
〉
の
、
ま
さ
に
出
発
点
を
象
徴

す
る
の
が
、
一
九
九
五
年
と
い
う
年
な
ん
で
す
ね
。
今
回
挙
げ
た

「
震
災
・
オ
ウ
ム
・
援
交
」
と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
劣

化
の
時
代
の
始
ま
り
を
、
告
知
す
る
サ
イ
フ
ァ
（
暗
号
）
だ
っ
た

と
言
え
ま
す
」（
宮
台
真
司
『
社
会
と
い
う
荒
野
を
生
き
る
。』
二

三
六
頁
）。「
震
災
―
シ
ス
テ
ム
崩
壊
が
も
た
ら
し
た
生
活
世
界
の

輝
き
」、「
オ
ウ
ム
―
奪
わ
れ
た
「
共
同
体
に
と
っ
て
の
価
値
」
の

代
替
的
回
復
」、「
援
交
―
性
愛
に
乗
り
出
し
た
が
ゆ
え
の
不
全
感

の
満
載
」
が
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
説
明
で
あ
る
。

鴻
上
氏
と
宮
台
氏
の
把
握
は
一
致
し
て
い
る
。「
孤
立
か
ら
憎

悪
へ
」
は
「
社
会
の
空
洞
化
か
ら
感
情
の
劣
化
へ
」
と
同
義
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
宮
台
氏
の
「
一
九
九
五
年
の
サ
イ
フ
ァ
」
は
「
こ

の
社
会
を
ど
ん
な
に
う
ま
く
生
き
て
も
ツ
マ
ラ
ナ
イ
」、「
世
俗
の

生
活
に
は
実
り
が
な
い
」
と
い
う
感
覚
の
拡
が
り
の
告
知
だ
っ
た

と
す
る
。
こ
れ
を
鴻
上
氏
の
「
自
分
の
存
在
の
意
味
付
け
に
成
功

す
る
こ
と
。
こ
こ
に
物
語
が
あ
る
の
で
す
」
と
い
う
議
論
に
引
き

つ
け
る
と
「
人
間
の
悲
し
い
ま
で
の
意
味
の
病
」
に
帰
着
す
る
。

二
〇
〇
四
年
に
鴻
上
氏
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
一
度
、『
物
語
』
を
手
放
そ
う
と
し
て
、
現
代
人
は
、
無
意

味
の
深
淵
を
覗
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
自
分
を
支
え
な
い

無
意
味
の
暗
闇
。
そ
の
底
無
し
の
深
淵
が
足
元
に
広
が
る
崖
っ
ぷ

ち
に
立
っ
た
時
に
、
現
代
人
は
無
意
味
の
本
当
の
怖
さ
を
経
験
し

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
も
そ
も
『
物
語
の
向
こ
う
へ
行
き
た
い
』
と

い
う
願
い
は
、『
物
語
の
な
い
場
所
へ
行
き
た
い
』
で
は
な
く
、『
今

の
手
垢
の
つ
い
た
う
ん
ざ
り
す
る
物
語
の
向
こ
う
へ
行
き
た
い
』

だ
っ
た
は
ず
で
す
」
と
し
、「
…
世
界
は
、
は
っ
き
り
し
た
『
物

語
』
の
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
押
入
れ
の
奥
に
入
っ
て
い
た
意
味

が
、
ど
ん
ど
ん
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
と
二
五
年
た
っ
た
ら
、

ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
押
入
れ
の
奥
に
あ
っ

た
「
国
家
」
と
い
う
意
味
に
み
ん
な
す
が
っ
て
、
こ
の
世
界
は
滅

演
劇
に
見
る
世
相
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ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」。

「
せ
ま
じ
き
も
の
は
宮
仕
へ
」（
菅
原
伝
授
手
習
鑑
・
寺
子
屋

の
段
）

こ
こ
で
時
代
は
幕
末
に
遡
り
、
歌
舞
伎
に
舞
台
を
転
じ
る
。

月
も
朧
に
白
魚
の
、
篝
も
か
す
む
春
の
空
。
冷
た
い
風
も
ほ
ろ

酔
ひ
に
、
心
持
よ
く
う
か
う
か
と
、
浮
か
れ
烏
の
た
だ
一
羽
。
塒

へ
帰
る
川
端
で
、
棹
の
滴
か
濡
れ
手
で
泡
。
思
ひ
掛
け
な
く
手
に

入
る
百
両
。

ほ
ん
に
今
夜
は
節
分
か
。
西
の
海
よ
り
川
の
中
、
落
ち
た
夜
鷹

は
厄
落
と
し
。
豆
沢
山
に
一
文
の
、
銭
と
違
つ
た
金
包
み
。
こ
い

つ
ァ
春
か
ら
、
縁
起
が
い
い
わ
へ
。

ご
存
じ
、
河
竹
黙
阿
弥
『
三
人
吉
三
廓
初
買
』
の
お
嬢
吉
三
の

大
川
端
で
の
名
科
白
で
あ
る
。

こ
の
演
劇
に
も
当
時
の
世
相
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

「
家
族
の
ド
ラ
マ
、
そ
れ
も
「
家
」
が
崩
壊
し
て
い
く
さ
ま
を

克
明
に
描
い
た
芝
居
」
で
あ
り
、「
幕
府
崩
壊
の
根
本
原
理
を
示

す
も
の
」
で
あ
る
。「
三
つ
の
家
族
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
子
を
失
い
、

崩
壊
し
な
が
ら
、
関
係
し
合
っ
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
子
供

を
、
病
気
、
貧
困
、
運
命
で
失
う
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
、
こ
の

共
通
点
の
向
う
に
は
、
子
供
を
正
常
に
育
て
て
い
く
こ
と
の
で
き

な
い
、
江
戸
時
代
末
期
の
、
不
衛
生
で
、
迷
信
深
い
「
暗
黒
」
が

ひ
ろ
が
っ
て
い
る
」。
同
時
に
「
重
要
な
の
は
生
き
残
っ
た
三
人

の
吉
三
が
一
つ
の
家
族
を
つ
く
っ
た
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ

の
名
調
子
の
後
に
あ
る
三
人
の
吉
三
が
義
兄
弟
の
契
り
を
結
ぶ
場

面
な
の
で
あ
る
（
渡
辺
保
『
黙
阿
弥
の
明
治
維
新
』、
一
三
六‐

一
三
七
頁
）。
串
田
和
美
氏
も
コ
ク
ー
ン
歌
舞
伎
『
三
人
吉
三
』

で
、
家
族
が
崩
壊
す
る
中
、
運
命
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
そ
れ
に

抗
い
、
自
ら
の
意
志
で
「
一
つ
の
家
族
を
つ
く
っ
た
」
生
き
ざ
ま

を
、
そ
こ
に
見
出
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

同
じ
く
河
竹
黙
阿
弥
の
『
青
砥
稿
花
紅
彩
画
』
の
「
稲
瀬
川
勢

揃
の
場
」で
は
日
本
駄
右
衛
門
、
弁
天
小
僧
菊
之
助
、
南
郷
力
丸
、

忠
信
利
平
、
赤
星
十
三
の
白
浪
五
人
男
が
名
乗
り
を
あ
げ
る
。

問
わ
れ
て
名
乗
る
も
を
こ
が
ま
し
い
が
、
産
れ
は
遠
州
浜
松
在

十
四
の
年
か
ら
親
に
放
れ
、
身
の
生
業
も
白
浪
の
沖
を
越
え
た
る

夜
働
き
、
盗
み
は
す
れ
ど
非
道
は
せ
ず
…
（
駄
右
衛
門
）

続
い
て
次
に
控
へ
し
は
月
の
武
蔵
の
江
戸
育
ち
、
幼
児
の
折
か

ら
手
癖
が
悪
く
、
抜
参
り
か
ら
ぐ
れ
出
し
て
旅
を
挊
ぎ
に
西
国
を

廻
つ
て
首
尾
も
吉
野
山
…
（
忠
信
利
平
）

又
そ
の
次
に
列
な
る
は
、
以
前
は
武
家
の
中
小
姓
故
主
の
た
め

に
切
取
り
も
、
鈍
き
刃
の
腰
越
や
砥
上
ヶ
原
に
身
の
錆
を
、
磨
ぎ

な
ほ
し
て
も
抜
兼
ね
る
盗
み
心
の
深
翠
り
…
（
赤
星
十
三
）

紙
幅
の
制
約
が
あ
る
の
で
途
中
ま
で
だ
が
、
こ
の
響
き
の
中

に
、
拡
大
を
続
け
る
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
の
心
の
叫
び
を
、
歌
舞
伎

座
の
席
で
涙
し
な
が
ら
聞
い
た
の
は
、
そ
し
て
、
同
じ
よ
う
な
こ

と
を
別
の
と
こ
ろ
に
書
い
た
の
は
も
う
何
年
前
の
こ
と
か
。

（
Ｍ
2
号
）
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1
�
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
の
時
代

第
1
表
は
、
日
本
で
作
付
け
ら
れ
て
い
る
米
の
上
位
四
品
種
が
、
水
稲
う
る
ち
米
の
作
付
面
積
合
計
に
占
め
る
割
合
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
日
本
で
は
長
ら
く
の
間
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」「
ひ
と
め
ぼ
れ
」「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
の
四
品
種
に
よ
っ
て
、
大
半
が

占
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
四
品
種
合
計
の
割
合
が
最
高
を
記
録
し
た
の
が
二
〇
〇
五
年
（
六
八
・
一
％
）
で
あ
る
。
中
で

も
、
農
林
水
産
省
が
公
立
試
験
研
究
機
関
等
に
委
託
す
る
指
定
試
験
事
業
（
二
〇
一
〇
年
廃
止
）
で
育
成
さ
れ
た
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
」「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
が
上
位
三
品
種
を
占
め
て
き
た
。
日
本
の
稲
作
経
営
は
、
い
わ
ば
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
」
を
作
付

け
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

一
五
年
が
経
過
し
た
二
〇
二
〇
年
に
お
い
て
、
上
位
四
品
種
の
割
合
は
一
〇
・
二
％
低
下
し
、
五
七
・
九
％
と
な
っ
た
。
特
定
品
種
へ

の
集
中
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
、
東
日
本
を
中
心
に
作
付
け
ら
れ
て
い
る
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」、
西
日
本
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
の
低
下
が
大
き
く
、
そ
れ
ぞ
れ
五
・
一
％
、
二
・
二
％
低
下
し
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
の
代
わ
り
に
作
付

が
拡
大
し
た
の
が
、
今
回
の
特
集
で
取
り
上
げ
る
、
各
都
道
府
県
の
試
験
研
究
機
関
が
独
自
に
育
成
し
た「
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
」

で
あ
る
。
日
本
の
稲
作
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
の
時
代
か
ら
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
の
時
代
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
つ
ま

り
、
全
国
ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
な
品
種
が
作
付
け
ら
れ
て
き
た
時
代
か
ら
、
各
産
地
が
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
略
に
よ
っ
て
開
発
し
た
品
種
を
も

と
に
、
競
争
を
繰
り
広
げ
る
時
代
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
る
。

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
の
時
代
の
特
徴
は
、
本
特
集
の
各
論
文
か
ら
は
以
下
の
二
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一
に
、
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各
産
地
の
戦
略
に
沿
っ
て
求
め
ら
れ
る
品
種
特
性
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ブ
ラ
ン
ド
の
作
付
が
拡
大
し
た
一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
、
消
費
者
の
良
食
味
米
志
向
の
強
ま

り
に
応
え
て
、
食
味
に
重
点
を
置
い
た
育
種
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
〇
年

代
以
降
は
各
産
地
が
市
場
を
細
分
化
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
す
る
中
で
、
極
良
食
味
を
追

求
す
る
の
か
、
多
収
性
を
狙
う
の
か
、
ま
た
は
主
食
用
以
外
の
用
途
へ
の
適
性
を
求
め
る
の

か
と
、求
め
ら
れ
る
品
種
特
性
は
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
。本
特
集
で
取
り
上
げ
た
各
産
地
も
、

多
収
性
（
北
海
道
）、
高
温
耐
性
（
山
形
県
）、
主
食
用
以
外
の
用
途
へ
の
適
性
（
福
岡
県
、

宮
崎
県
）
と
、
優
先
す
る
育
種
目
標
は
分
岐
し
つ
つ
あ
る
。

第
二
に
、
作
付
品
種
の
多
様
化
は
水
田
作
経
営
の
規
模
拡
大
と
も
対
応
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
規
模
拡
大
が
進
む
下
で
の
特
定
品
種
へ
の
作
付
集
中
は
、
春
秋
の
農
繁
期
の
労
働
ピ

ー
ク
を
厳
し
く
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
水
田
作
経
営
の
規
模
拡
大
の
阻
害
要
因
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
適
期
作
業
を
難
し
く
す
る
こ
と
で
単
収
を
低
下
さ
せ
、
最
終
的
に
は
経
営
全
体
の

収
益
性
の
低
下
に
帰
結
す
る
。
作
付
品
種
を
、
作
期
（
早
生
、
中
生
、
晩
生
等
）
を
考
慮
し

な
が
ら
分
散
さ
せ
る
こ
と
で
、
農
繁
期
を
引
き
延
ば
し
な
が
ら
労
働
ピ
ー
ク
を
緩
和
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
で
、
農
業
機
械
へ
の
投
資
や
雇
用
労
働
力
の
導
入
を
抑
制
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。
本
特
集
で
は
、
福
岡
県
に
お
い
て
水
田
作
経
営
が
、
規
模
拡
大
と
水

田
二
毛
作
の
拡
大
を
両
立
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

本
特
集
の
各
論
文
か
ら
は
、
共
通
す
る
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
多
収
性

の
追
求
に
重
点
が
置
か
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
市
場
が
業
務
用
で

あ
っ
て
も
、
ま
た
非
主
食
用
で
あ
っ
て
も
、
必
要
な
こ
と
は
生
産
コ
ス
ト
の
低
下
で
あ
る
。

良
食
味
米
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
た
家
庭
用
米
と
比
べ
て
、
実
需
か
ら
求
め
ら
れ
る
価
格

が
低
く
設
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
生
産
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
有
力
な
手
法
が
単
収
の
上

昇
と
な
る
。
一
〇
ａ
当
た
り
の
収
量
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
生
産
物
当
た
り
の
生
産
コ
ス

第1表 水稲うるち米上位4品種の作付面積割合

資料：農林水産省『作物統計』、米穀安定供給確保支援機構「水稲うるち米の品種別作付動向について」より作成。
注：2005年は『作物統計』、2010年以降は「水稲うるち米の品種別作付動向について」による。

合計 コシヒカリ ヒノヒカリ ひとめぼれ あきたこまち
2005年 68．1％ 38．8％ 10．5％ 10．2％ 8．6％
10 65．0％ 37．6％ 9．8％ 9．9％ 7．7％
15 62．0％ 36．1％ 9．0％ 9．7％ 7．2％
20 57．9％ 33．7％ 8．3％ 9．1％ 6．8％

2005－20年
変化ポイント －10．2％ －5．1％ －2．2％ －1．1％ －1．8％
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ト
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
単
収
が
過
去
長
期
に
わ
た
っ
て
停
滞
し
て
い
る
こ
と
が
、
様
々
な
と
こ
ろ

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
1
。
実
際
に
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
か
け
て
、
水
稲
単
収
（
全
国
平
均
）

は
五
三
二
㎏
／
一
〇
ａ
か
ら
五
三
一
㎏
／
一
〇
ａ
へ
と
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
2
。
本
特
集
で
取
り
上
げ
た
各
産
地
に
お
い
て
も
、

多
収
性
の
研
究
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
れ
が
生
産
現
場
の
単
収
に
反
映
さ
れ
る
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
で
あ
ろ

う
。
今
後
の
動
き
に
注
目
し
た
い
。

2
�
本
特
集
の
構
成

以
下
で
は
、
北
か
ら
南
に
並
べ
た
各
論
文
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
本
特
集
で
は
、
各
産
地
で
品
種
開
発
に
携
わ
っ
て
い
る
研
究
者
や
、

普
及
に
当
た
っ
て
い
る
行
政
担
当
者
を
中
心
に
寄
稿
を
お
願
い
し
た
。粕
谷
雅
志「
北
海
道
に
お
け
る
水
稲
品
種
開
発
の
経
緯
と
方
向
性
」

で
は
、
北
海
道
に
お
け
る
品
種
開
発
の
こ
れ
ま
で
の
展
開
と
、
今
後
の
試
験
研
究
の
方
向
性
が
論
じ
ら
れ
る
。
か
つ
て
は
府
県
産
米
と
比

べ
て
食
味
が
劣
っ
て
い
た
北
海
道
産
米
は
、
生
産
調
整
と
自
主
流
通
米
制
度
に
よ
っ
て
、
生
産
量
の
減
少
と
価
格
の
低
下
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
そ
の
た
め
、
道
立
試
験
研
究
機
関
に
お
け
る
育
種
目
標
は
食
味
の
向
上
と
な
り
、「
き
ら
ら
三
九
七
」「
な
な
つ
ぼ
し
」「
ゆ
め
ぴ

り
か
」
等
の
良
食
味
米
が
次
々
と
開
発
さ
れ
た
。
現
在
、
食
味
向
上
は
概
ね
達
成
さ
れ
た
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
水
田
作
経
営
の
規
模
拡

大
と
生
産
者
団
体
の
要
望
を
反
映
し
て
、
直
播
適
性
と
多
収
性
が
新
た
な
育
種
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。

田
中
順
一
・
中
場
勝
「
山
形
県
に
お
け
る
水
稲
の
品
種
開
発
」
で
は
、
山
形
県
に
お
け
る
品
種
開
発
の
展
開
を
、
販
売
戦
略
と
関
連
さ

せ
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
自
主
流
通
米
制
度
下
で
の
山
形
県
の
稲
作
を
支
え
て
き
た
「
サ
サ
ニ
シ
キ
」
に
対
し
て
限
界
が
意
識
さ
れ
た
中

で
、
そ
れ
に
代
わ
る
良
食
味
品
種
と
し
て
山
形
県
で
開
発
さ
れ
た
の
が
、「
は
え
ぬ
き
」
と
「
つ
や
姫
」
で
あ
る
。
両
品
種
は
良
食
味
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
県
を
挙
げ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
体
制
を
整
備
し
た
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
特
に
、「
つ
や
姫
」
は
農
業
者
に
対

す
る
生
産
指
導
も
徹
底
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
し
た
。
山
形
県
に
お
い
て
良
食
味
品
種
を
開
発
す
る
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、「
と

に
か
く
食
べ
る
、
食
べ
て
食
べ
て
食
べ
ま
く
る
」
食
味
試
験
で
あ
り
、
そ
れ
は
今
後
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
と
さ
れ
る
。

渡
部
岳
陽
「
水
田
二
毛
作
地
帯
に
お
け
る
水
稲
作
付
と
新
品
種
普
及
の
動
向
〜
福
岡
県
を
事
例
に
〜
」
で
は
、
水
田
作
経
営
に
対
す
る

実
態
調
査
の
結
果
を
中
心
に
、
水
稲
作
付
品
種
の
多
様
化
と
水
田
二
毛
作
の
動
向
が
報
告
さ
れ
る
。
か
つ
て
福
岡
県
の
水
稲
作
付
は
「
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
」
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
福
岡
県
が
開
発
し
た
「
夢
つ
く
し
」「
元
気
つ
く
し
」
等
の
品
種
の
作
付
が
増
加
し
て
い
る
。
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裏
作
の
麦
類
も
県
独
自
開
発
品
種
の
作
付
が
拡
大
し
て
お
り
、
裏
表
作
両
方
の
品
種
の
多
様
化
が
水
田
二
毛
作
拡
大
の
要
因
と
し
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
米
粉
用
米
新
品
種
「
ふ
く
の
こ
」
の
作
付
拡
大
に
対
し
て
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

愛
甲
一
郎
「
加
工
用
米
を
中
心
と
し
た
多
様
な
水
稲
に
よ
る
「
宮
崎
な
ら
で
は
」
の
水
田
農
業
の
展
開
」
で
は
、
高
い
田
利
用
率
が
維

持
さ
れ
て
い
る
宮
崎
県
の
実
態
が
報
告
さ
れ
る
。
宮
崎
県
に
お
け
る
二
〇
二
二
年
の
田
利
用
率
は
一
三
二
・
〇
％
で
あ
り
、
近
年
上
昇
し

て
い
る
。
田
利
用
率
の
上
昇
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
多
様
な
水
稲
に
よ
る
主
食
用
米
の
置
き
換
え
で
あ
る
。
耕
畜
連
携
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
）

や
県
内
酒
造
メ
ー
カ
ー
（
加
工
用
米
）
と
い
う
確
実
な
需
要
を
確
保
で
き
た
こ
と
、
そ
し
て
用
途
に
適
し
た
品
種
を
開
発
で
き
た
こ
と
が

作
付
拡
大
の
要
因
で
あ
る
。
次
の
重
点
と
さ
れ
て
い
る
の
が
飼
料
用
米
で
あ
り
、
生
産
対
策
だ
け
で
な
く
県
内
・
地
域
内
流
通
を
可
能
と

す
る
体
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
産
地
も
、
特
徴
的
な
品
種
を
開
発
・
普
及
し
な
が
ら
、
市
場
を
開
拓
し
て
き
た
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
。
稲
作
や
水
田
農

業
の
振
興
に
携
わ
る
読
者
諸
氏
に
、
貴
重
な
情
報
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
参
考
文
献
〕

・
西
川
邦
夫
（
二
〇
二
三
）「『
米
産
業
に
未
来
は
あ
る
か
』
の
総
括
と
今
後
の
課
題
」
農
政
調
査
委
員
会
（
編
）『
米
産
業
・
水
田
農
業
の
動
向
と
将
来
展
望
―

「
米
産
業
懇
話
会
」
の
記
録
―
』
農
政
調
査
委
員
会
：
一
―
一
九
。

注1

例
え
ば
、
西
川
（
二
〇
二
三
）、
ｐ
ｐ
�
一
三
―
一
四
、
を
参
照
。

2

農
林
水
産
省
『
作
物
統
計
』
に
よ
る
。
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北
海
道
で
の
水
稲
の
品
種
育
成
は
、
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構

（
道
総
研
、
旧
道
立
農
業
試
験
場
）
と
農
研
機
構
北
海
道
農
業
研

究
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
。
品
種
育
成
の
目
標
は
、
多
収
（
収

穫
量
が
多
い
）、
良
食
味（
お
い
し
い
）、
耐
冷
性（
寒
さ
に
強
く
、

冷
害
に
強
い
）、
耐
病
性
（
い
も
ち
病
に
強
い
）
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
主
に
道
総
研
が
育
成
し
た
品
種
に
つ
い
て
述
べ

る
。
良
食
味
品
種
と
し
て
北
海
道
米
の
食
味
を
大
き
く
向
上
さ
せ

た
「
き
ら
ら
3
9
7
」
か
ら
悲
願
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
「
特
Ａ
」

を
獲
得
し
た
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
ま
で
の
品
種
育
成
と
、
多
収
・
省

力
栽
培
向
け
の
品
種
育
成
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
現
在
の
育
成
目
標

と
今
後
の
多
収
品
種
へ
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

始
め
に
良
食
味
品
種
の
育
成
に
つ
い
て
述
べ
る
。

か
つ
て
北
海
道
米
が
府
県
産
米
よ
り
食
味
が
著
し
く
劣
り
、
や

っ
か
い
ど
う
米
と
言
わ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
当
時
は
米
の
生
産

過
剰
に
よ
り
、
一
九
六
九
年
か
ら
米
の
生
産
調
整
が
行
わ
れ
、
北

海
道
は
府
県
よ
り
生
産
量
を
大
き
く
減
ら
し
た
。
政
府
が
生
産
し

た
米
を
全
て
買
い
と
る
食
糧
管
理
法
の
改
正
に
よ
り
自
主
流
通
米

制
度
が
導
入
さ
れ
、
全
国
の
米
を
一
類
〜
五
類
に
分
類
し
価
格
調

整
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
北
海
道
米
は
食
味
が
劣
り
、
自
主
流

通
米
の
売
却
不
振
で
在
庫
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
五

類
に
分
類
さ
れ
、
一
類
よ
り
価
格
が
一
、
〇
〇
〇
円
／
六
〇
㎏
引

き
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
当
時
の
北
海
道
米
の
作
付

け
を
守
る
た
め
に
、
食
味
の
向
上
が
必
須
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
米
の
食
味
は
デ
ン
プ
ン
成
分
の
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
が

適
度
に
低
い
と
お
い
し
い
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有

率
が
低
い
と
米
が
粘
る
（
〇
％
が
も
ち
）
こ
と
に
な
る
。
ア
ミ
ロ

ー
ス
含
有
率
は
米
が
実
る
時
期
の
温
度
と
関
係
が
あ
り
、
気
温
の

低
い
北
海
道
で
は
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
が
高
い
傾
向
で
あ
っ
た
。

北
海
道
に
お
け
る
水
稲
品
種
開
発
の
経
緯
と
方
向
性粕

谷
雅
志

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
上
川
農
業
試
験
場
研
究
部
水
稲
畑
作
グ
ル
ー
プ

研
究
主
任
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当
時
の
北
海
道
米
の
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
は
新
潟
県
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
よ
り
実
数
で
四
％
以
上
高
か
っ
た
。
そ
の
た
め
ア
ミ
ロ
ー
ス
含

有
率
を
下
げ
る
こ
と
が
食
味
を
上
げ
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
の
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
を
簡
易
に
分
析
す
る
手
法
は
全
国
に
先

駆
け
て
道
立
農
業
試
験
場
で
開
発
さ
れ
た
。

北
海
道
米
の
食
味
を
上
げ
る
た
め
に
、
一
九
八
〇
年
に
「
優
良

米
早
期
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
た
。
第
一
期
は
当
時
の

道
立
農
業
試
験
場
四
場
で
七
年
間
実
施
さ
れ
、
現
在
ま
で
合
わ
せ

て
七
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
試
験
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
四

三
年
間
で
三
一
品
種
が
育
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
一
九
八
四
年
に
耐
冷
性
・
良
食
味
の
「
ゆ
き
ひ
か
り
」

が
育
成
さ
れ
た
。
当
時
、
比
較
的
良
食
味
品
種
だ
っ
た
「
巴
ま
さ

り
」・「
北
海
2
3
0
号
（
キ
タ
ヒ
カ
リ
）」
と
「
空
育
99
号
」
の

交
配
か
ら
選
抜
さ
れ
た
。「
ゆ
き
ひ
か
り
」
は
「
キ
タ
ヒ
カ
リ
」

よ
り
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
が
や
や
低
く
、
食
味
が
優
れ
、
耐
冷
性

も
一
ラ
ン
ク
強
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
両
立
が
難
し
い
と
言
わ
れ
た

耐
冷
性
と
良
食
味
を
兼
ね
備
え
た
画
期
的
な
品
種
で
あ
り
、
最
大

作
付
面
積
は
七
〇
、
六
八
一
ha
（
一
九
八
九
年
）
に
達
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
八
八
年
に「
き
ら
ら
3
9
7
」が
育
成
さ
れ
た
。

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」の
血
を
受
け
継
ぎ
食
味
が
当
時
最
も
優
れ
た「
し

ま
ひ
か
り
」
と
耐
冷
性
が
強
い
「
キ
タ
ア
ケ
」
と
の
交
配
か
ら
選

抜
さ
れ
た
。
当
時
は
食
味
特
性
に
つ
い
て
、
主
に
ア
ミ
ロ
ー
ス
含

有
率
で
選
抜
さ
れ
て
い
た
が
、
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
が
低
く
て
も

食
味
が
伴
わ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
た
め
、
食
味
試
験
を
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
い
た
世
代
よ
り
早
い
中
期
世
代
か
ら
実
施
し
た
。
そ
の

結
果
、「
ゆ
き
ひ
か
り
」
よ
り
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
が
や
や
低
く
、

食
味
に
優
れ
た
「
き
ら
ら
3
9
7
」
が
選
抜
さ
れ
た
。「
き
ら
ら

3
9
7
」
は
当
時
全
国
の
食
味
試
験
の
基
準
品
種
で
あ
っ
た
滋
賀

県
産
「
日
本
晴
」
並
の
食
味
と
な
り
北
海
道
米
の
評
価
を
著
し
く

向
上
さ
せ
た
。
さ
ら
に
「
ゆ
き
ひ
か
り
」
よ
り
わ
ず
か
に
熟
期
が

遅
く
多
収
で
あ
る
こ
と
と
、
初
期
の
茎
数
が
多
く
穂
数
を
確
保
し

や
す
く
収
量
が
安
定
し
た
こ
と
に
よ
り
最
大
作
付
面
積
は
九
二
、

六
九
四
ha
（
一
九
九
六
年
）
と
な
り
、
一
六
年
間
北
海
道
に
お
け

る
作
付
面
積
が
一
位
で
あ
っ
た
。

「
き
ら
ら
3
9
7
」
で
府
県
産
米
並
の
食
味
と
な
っ
た
が
、
さ

ら
に
食
味
を
向
上
さ
せ
る
た
め
品
種
育
成
は
続
け
ら
れ
た
。
ア
ミ

ロ
ー
ス
含
有
率
に
加
え
て
、
柔
ら
か
さ
と
関
係
が
深
い
タ
ン
パ
ク

質
含
有
率
を
下
げ
る
成
分
育
種
が
継
続
さ
れ
た
。

一
九
九
六
年
に
「
ほ
し
の
ゆ
め
」
が
育
成
さ
れ
た
。「
き
ら
ら

3
9
7
」
と
「
道
北
48
号
」
と
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
の
交
配
か
ら

選
抜
さ
れ
、「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
の
良
食
味
が
加
わ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
食
味
が
「
き
ら
ら
3
9
7
」
よ
り
優
っ
た
。
特
に
タ
ン
パ

ク
質
含
有
率
が
「
き
ら
ら
3
9
7
」
よ
り
低
く
、「
サ
サ
ニ
シ
キ
」

「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
と
同
等
水
準
の
食
味
に
達
し
た
と
考
え
ら
れ

た
。
さ
ら
に
耐
冷
性
が「
き
ら
ら
3
9
7
」よ
り
一
ラ
ン
ク
優
れ
、

最
大
四
〇
、
二
〇
二
ha
（
二
〇
〇
〇
年
）
作
付
け
さ
れ
た
。
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二
〇
〇
一
年
に
「
な
な
つ
ぼ
し
」
が
育
成
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ

の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
品
種
「
国
宝
ロ
ー
ズ
」
の
孫
の
「
空
系
9
0

2
4
2
Ａ
」
と
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
と
「
あ
き
ほ
」
の
交
配
か
ら
選

抜
さ
れ
た
。「
国
宝
ロ
ー
ズ
」
は
当
時
着
目
さ
れ
た
良
食
味
母
本

で
あ
る
が
、
そ
の
交
配
後
代
（
交
配
後
の
子
供
た
ち
）
は
草
姿
と

い
も
ち
病
抵
抗
性
が
劣
り
、
玄
米
品
質
も
胴
切
米
（
玄
米
の
中
央

に
切
れ
込
み
が
入
る
）
が
多
く
劣
悪
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
さ
ら

に
「
き
ら
ら
3
9
7
」
を
交
配
し
て
改
良
を
図
り
、
そ
の
中
で
ア

ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
が
わ
ず
か
に
低
く
食
味
が
優
っ
た
後
代
が
「
空

系
9
0
2
4
2
Ａ
」「
空
系
9
0
2
4
2
Ｂ
」
で
あ
る
。
そ
の
た

め
「
な
な
つ
ぼ
し
」
は
、「
き
ら
ら
3
9
7
」
よ
り
ア
ミ
ロ
ー
ス

含
有
率
と
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
が
や
や
低
く
、
食
味
は
「
ほ
し
の

ゆ
め
」
よ
り
優
れ
る
。
収
量
は
「
き
ら
ら
3
9
7
」
よ
り
二
％
ほ

ど
多
収
で
、
耐
冷
性
が「
き
ら
ら
3
9
7
」よ
り
一
ラ
ン
ク
高
い
。

二
〇
〇
八
年
に
作
付
面
積
が
三
七
、
二
四
五
ha
に
達
し
、「
き
ら

ら
3
9
7
」
に
代
わ
り
作
付
面
積
が
首
位
と
な
り
、
そ
れ
以
降
北

海
道
で
最
も
多
く
作
付
け
さ
れ
て
い
る
（
四
三
、
九
五
六
ha
／
二

〇
二
一
年
）。

二
〇
〇
三
年
に
「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
が
育
成
さ
れ
た
。「
空
系

9
0
2
4
2
Ｂ
」（
上
述
）
と
「
ほ
し
の
ゆ
め
」
の
交
配
か
ら
選

抜
さ
れ
た
。
熟
期
が
や
や
遅
い
品
種
で
、
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
が

低
く
、
食
味
は
「
な
な
つ
ぼ
し
」
並
で
あ
る
。
良
食
味
で
や
や
多

収
な
こ
と
か
ら
道
南
地
域
に
加
え
、
登
熟
気
温
を
十
分
に
確
保
で

き
る
北
海
道
中
央
部
の
空
知
地
域
の
一
部
に
作
付
け
が
広
が
り
、

六
、
二
五
三
ha
（
二
〇
二
一
年
）
作
付
け
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
き
ら
ら
3
9
7
」
以
降
、
北
海
道
の
水
稲
品
種

は
食
味
を
着
実
に
上
げ
て
き
た
が
、
北
海
道
米
の
求
め
ら
れ
る
食

味
は
さ
ら
に
高
い
も
の
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
四
年
に
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
と
ホ
ク
レ
ン
か
ら
の
受
託

課
題
が
道
立
農
業
試
験
場
で
開
始
さ
れ
た
。
委
託
元
の
希
望
は
日

本
穀
物
検
定
協
会
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
「
特
Ａ
」（
例
え
ば
魚

沼
産
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
よ
う
な
評
価
）
が
と
れ
る
品
種
を
育
成

し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
受
託
課
題
実
施
中
の
二
〇
〇
八
年
に
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
が

育
成
さ
れ
た
。
良
食
味
の
「
北
海
2
8
7
号
」
と
「
ほ
し
た
ろ
う
」

の
交
配
か
ら
選
抜
さ
れ
た
。「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
食
味
の
特
徴
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
粘
り
と
柔
ら
か
さ
で
あ
る
。
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有

率
は
新
潟
県
産
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
よ
り
や
や
低
い
。
ア
ミ
ロ
ー
ス

含
有
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
要
因
は
、
親
の
「
北
海
2

8
7
号
」
の
特
性
に
由
来
す
る
。「
北
海
2
8
7
号
」
は
北
海
道

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
、「
き
ら
ら
3
9
7
」

の
培
養
変
異
体
（
突
然
変
異
の
一
つ
）
で
あ
り
、「
き
ら
ら
3
9

7
」
よ
り
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
が
低
い
。
こ
れ
を
交
配
に
利
用
し

て
、
二
〇
〇
五
年
に
「
お
ぼ
ろ
づ
き
」
が
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
か
ら
育
成
さ
れ
た
。「
お
ぼ
ろ
づ
き
」
は
食
味
が
非
常
に
優

れ
て
い
る
が
、
収
量
性
が
や
や
劣
り
、
そ
の
欠
点
を
改
善
し
た「
ゆ
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め
ぴ
り
か
」
が
作
付
け
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
る
。

「
き
ら
ら
3
9
7
」
の
普
及
時
に
、
不
適
地
で
の
栽
培
や
栽
培

方
法
の
差
異
か
ら
本
来
の
食
味
よ
り
劣
る
「
き
ら
ら
3
9
7
」
が

一
部
で
生
産
さ
れ
た
こ
と
の
反
省
か
ら
、「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は
生

産
量
を
制
限
し
品
質
を
保
つ
こ
と
に
注
力
し
て
い
る
。
現
在
、「
ゆ

め
ぴ
り
か
」
の
品
質
基
準
は
、
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
一
九
％
未
満

の
場
合
は
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
七
・
五
％
未
満
、
ア
ミ
ロ
ー
ス
含

有
率
一
九
％
以
上
の
場
合
は
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
六
・
八
％
以
下

と
設
定
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
維
持
し
て
い
る
。
普
及
予
定
面
積

は
一
〇
、
〇
〇
〇
ha
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
二
一
年
は
二
二
、
五
〇

八
ha
ま
で
作
付
け
が
広
が
り
、
北
海
道
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
米

と
な
っ
て
い
る
。

北
海
道
米
の
食
味
向
上
と
い
う
長
年
の
目
標
は
、
日
本
穀
物
検

定
協
会
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
「
特
Ａ
」
を
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は
二

〇
一
一
年
か
ら
連
続
一
二
回
、「
な
な
つ
ぼ
し
」
は
二
〇
一
〇
年

か
ら
連
続
一
三
回
、「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
は
二
〇
一
五
年
か
ら
の

べ
六
回
の
獲
得
を
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
品
種
に
よ
っ
て
概
ね
達
成

さ
れ
た
。
現
在
は
、
そ
の
食
味
評
価
を
維
持
し
つ
つ
、
栽
培
特
性

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
主
な
目
標
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
多
収
・
省
力
栽
培
向
け
品
種
育
成
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ま
ず
多
収
品
種
が
使
わ
れ
る「
業
務
用
米
」に
つ
い
て
で
あ
る
。

現
在
、
全
国
の
米
の
消
費
量
の
約
三
割
を
占
め
る
業
務
用
途
は
多

岐
に
わ
た
る
。
具
体
的
に
は
弁
当
等
の
中
食
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の

外
食
、
丼
物
・
冷
凍
米
飯
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
用
途

は
、
ス
ー
パ
ー
等
で
販
売
さ
れ
る
市
販
用
米
よ
り
価
格
が
低
く
設

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
農
家
が
市
販
用
米
同
様
に
所
得
を
確
保
す

る
た
め
に
、
多
収
性
が
求
め
ら
れ
る
。
現
在
、
北
海
道
で
業
務
用

米
と
し
て
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
「
き
ら
ら
3
9
7
」
で
あ

る
。
道
総
研
で
は
業
務
用
米
の
適
性
評
価
方
法
を
二
〇
一
四
年
に

開
発
し
、
丼
物
・
冷
凍
米
飯
用
途
は
、
炊
飯
米
の
粘
り
が
や
や
弱

く
、
や
や
硬
い
特
性
が
実
需
者
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
食
味
特
性
は「
き
ら
ら
3
9
7
」が
適
切
で
あ
り
、

そ
こ
を
目
標
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
二
〇
一
四
年
に
多
収
の
「
そ
ら
ゆ
き
」
が
育
成
さ
れ

た
。
早
生
（
熟
期
が
早
い
）・
多
収
の
「
大
地
の
星
」
と
「
上
育

4
5
5
号
」
の
交
配
か
ら
選
抜
さ
れ
た
。「
き
ら
ら
3
9
7
」
よ

り
八
％
多
収
で
、
耐
冷
性
と
耐
病
性
が
優
れ
、
食
味
特
性
は
「
き

ら
ら
3
9
7
」
並
で
あ
る
。
多
収
の
要
因
は
、
収
穫
物
と
そ
れ
以

外
の
植
物
体
を
合
わ
せ
た
乾
物
生
産
量
が
多
く
、
か
つ
収
穫
物
へ

の
乾
物
分
配
率
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
初
期
の
生
育
が

不
良
な
場
合
は
そ
の
多
収
を
発
揮
で
き
な
い
等
の
理
由
か
ら
「
き

ら
ら
3
9
7
」
の
全
面
置
き
換
え
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

二
〇
一
六
年
に
主
に
飼
料
用
途
で
多
収
の
「
そ
ら
ゆ
た
か
」
が

育
成
さ
れ
た
。
多
収
の
酒
米
「
彗
星
」
と
良
食
味
の
「
ゆ
き
さ
や

か
」
の
交
配
か
ら
選
抜
さ
れ
た
。
当
初
は
業
務
用
米
と
し
て
育
成

を
進
め
た
が
、
玄
米
品
質
・
食
味
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
一
方
、
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早
生
で
直
播
栽
培
が
可
能
で
、
直
播
と
移
植
と
も
に
多
収
、
耐
冷

性
、
耐
病
性
、
倒
伏
に
も
強
い
こ
と
か
ら
多
収
品
種
（
知
事
特
認

品
種
）
に
認
定
さ
れ
た
。
移
植
で
は
「
な
な
つ
ぼ
し
」
よ
り
九
％
、

直
播
で
は
当
時
主
力
の「
ほ
し
ま
る
」よ
り
一
九
％
多
収
で
あ
る
。

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
制
度
に
よ
り
五
五
、
〇
〇
〇
〜
一

〇
五
、
〇
〇
〇
円
／
一
〇
ａ
が
交
付
さ
れ
、
収
量
を
確
保
で
き
れ

ば
十
分
な
収
益
が
得
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
空
知
地
域
を
中
心
に

直
播
栽
培
で
増
え
て
お
り
、
二
、
一
八
三
ha
（
二
〇
二
一
年
）
作

付
け
さ
れ
て
い
る
。「
そ
ら
ゆ
た
か
」
は
「
な
な
つ
ぼ
し
」
よ
り

粒
が
大
き
く
、
光
合
成
産
物
を
蓄
積
す
る
シ
ン
ク
容
量
に
優
り
、

出
穂
期
以
降
の
乾
物
の
穂
へ
の
分
配
率
お
よ
び
収
穫
指
数
（
全
体

の
重
さ
に
占
め
る
収
穫
物
の
重
さ
の
割
合
）
が
高
い
。
葉
が
直
立

す
る
草
型
に
加
え
、「
き
ら
ら
3
9
7
」
よ
り
葉
の
光
合
成
速
度

が
高
い
と
の
報
告
が
あ
り
、
光
合
成
産
物
を
生
産
す
る
ソ
ー
ス
能

が
優
れ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
シ
ン
ク
容
量
と
ソ
ー
ス
能

が
改
良
さ
れ
て
多
収
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
〇
二
二
年
に
「
き
ら
ら
3
9
7
」
よ
り
一
八
％
多
収
で
あ
る

「
空
育
1
9
5
号
」
が
育
成
さ
れ
た
。
多
収
の
「
空
系
1
2
2
3

8
」
と
「
空
育
1
8
4
号
」
の
交
配
か
ら
選
抜
さ
れ
た
。「
き
ら

ら
3
9
7
」
よ
り
一
穂
籾
数
が
多
く
、
㎡
あ
た
り
の
籾
数
が
多
い

こ
と
で
、
収
量
が
多
い
。
耐
冷
性
と
耐
病
性
に
優
れ
て
お
り
、
特

に
い
も
ち
病
に
つ
い
て
は
種
子
消
毒
以
外
の
農
薬
防
除
が
不
要
と

な
り
、
減
農
薬
栽
培
を
推
奨
で
き
る
品
種
で
あ
る
。
二
〇
二
三
年

か
ら
普
及
展
示
圃
栽
培
が
始
ま
り
、「
き
ら
ら
3
9
7
」
に
置
き

換
わ
っ
て
今
後
の
普
及
が
強
く
期
待
さ
れ
る
。
合
わ
せ
て
「
空
育

1
9
5
号
」
の
特
性
を
活
か
す
適
切
な
栽
培
方
法
に
つ
い
て
現
在

試
験
中
で
あ
る
。

次
は
、
省
力
栽
培
法
に
対
応
す
る
直
播
用
品
種
に
つ
い
て
述
べ

る
。
現
在
、
北
海
道
で
も
農
業
の
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
少
な
い
農
家
戸
数
で
広
い
水
稲
面
積
を
維
持
す
る
た
め
に
省

力
化
技
術
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
直
播
栽
培
は
、
労
働
時
間
の
約

三
割
を
占
め
る
育
苗
作
業
を
削
減
で
き
る
。
直
播
用
品
種
の
育
成

は
、
良
食
味
品
種
の
育
成
同
様
に
歴
史
は
長
い
。
直
播
は
移
植
よ

り
生
育
が
遅
れ
、
秋
が
短
い
北
海
道
で
は
熟
期
を
早
く
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
熟
期
が
早
生
で
、
多
収
、
良
食
味
、
耐
倒
伏

性
、
低
温
苗
立
性
等
、
多
く
の
優
れ
た
形
質
が
求
め
ら
れ
る
。
特

に
北
海
道
は
播
種
時
期
が
五
月
中
旬
と
低
温
条
件
に
あ
た
り
、
低

温
で
も
苗
立（
出
芽
し
生
育
す
る
）に
優
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

一
九
九
三
年
に
早
生
の
「
ゆ
き
ま
る
」
が
育
成
さ
れ
、
二
〇
〇

五
年
に
早
生
・
多
収
の
「
ほ
し
ま
る
」
が
育
成
さ
れ
た
。「
ほ
し

ま
る
」
は
、
良
食
味
の
「
上
育
4
2
8
号
」
と
「
ゆ
き
ま
る
」
の

子
供
で
あ
る
「
空
育
1
5
9
号
」
と
の
交
配
か
ら
選
抜
さ
れ
た
。

「
ゆ
き
ま
る
」
よ
り
多
収
で
あ
り
、
北
海
道
で
の
直
播
栽
培
を
安

定
さ
せ
た
品
種
で
あ
る
。

そ
の
後
、
二
〇
一
八
年
に
「
え
み
ま
る
」
が
育
成
さ
れ
た
。
韓

国
雑
草
稲
由
来
の
低
温
苗
立
性
に
優
れ
る
「
緑
系
0
7
2
1
6
」
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と
早
生
の
「
上
系
0
6
1
8
1
」
の
交
配
か
ら
選
抜
さ
れ
た
。「
え

み
ま
る
」
は
、
低
温
苗
立
性
が
「
ほ
し
ま
る
」
よ
り
優
れ
、
食
味

が
「
な
な
つ
ぼ
し
」
並
で
あ
る
。
普
及
予
定
面
積
は
一
〇
〇
〇
ha

で
あ
っ
た
が
、
一
、
五
三
二
ha
（
二
〇
二
一
年
）
に
作
付
け
が
広

が
り
、
良
食
味
で
苗
立
ち
の
安
定
し
た
直
播
用
品
種
へ
の
生
産
現

場
の
期
待
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

最
後
に
、
現
在
の
育
成
目
標
と
今
後
の
多
収
品
種
へ
の
展
望
に

つ
い
て
述
べ
る
。

北
海
道
で
は
前
述
の
と
お
り
、
農
業
へ
の
担
い
手
不
足
に
よ
る

水
稲
の
生
産
量
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
人
口
減
少

に
よ
り
、
国
内
の
米
消
費
量
が
減
少
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て

は
、
全
国
的
に
米
の
生
産
量
が
減
っ
て
も
支
障
が
無
い
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
北
海
道
に
お
け
る
生
産
量
の
減
少

は
、
全
国
で
の
米
販
売
で
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
の
低
下
に
繋
が

る
。
そ
れ
が
需
要
先
へ
の
価
格
交
渉
力
の
低
下
へ
と
繋
が
り
、
最

終
的
に
は
農
家
所
得
の
減
少
に
ま
で
結
び
付
く
恐
れ
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
多
収
・
低
コ
ス
ト
と
省
力
栽
培
へ
の
適
応
性
が
、
現
在

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
育
成
ま
で
は
食
味
を
上
げ
る
こ
と
が
大
き
な

目
標
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
収
量
を
上
げ
る
こ
と
が
目
標
の
重
点

に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
現
在
の
具
体
的
な
品
種
育
成
の
目
標
に
つ
い
て
述

べ
る
。

一
つ
目
は
、「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
置
き
換
え
に
つ
い
て
で
あ
る
。

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は
前
述
の
と
お
り
炊
飯
米
の
粘
り
が
強
く
、
食

味
が
良
い
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
品
種
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
維
持
の
た

め
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
と
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
に
よ
る
仕
分
け
を

行
っ
て
い
る
が
、
基
準
内
率
の
年
次
変
動
が
あ
り
、
基
準
品
が
少

な
く
な
る
と
流
通
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
基
準

外
品
は
買
取
価
格
が
低
く
、
農
家
所
得
の
低
下
に
関
わ
る
こ
と
か

ら
、
安
定
し
た
低
タ
ン
パ
ク
産
物
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
並
以
上
の
食
味
で
タ
ン
パ
ク
質

含
有
率
が
低
く
、
各
種
栽
培
特
性
を
改
善
し
た
品
種
に
よ
り
、「
ゆ

め
ぴ
り
か
」
の
高
い
ブ
ラ
ン
ド
力
を
安
定
的
に
継
続
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

二
つ
目
は
「
な
な
つ
ぼ
し
」「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」「
え
み
ま
る
」

の
置
き
換
え
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
な
な
つ
ぼ
し
」「
ふ
っ
く
り
ん

こ
」
は
市
販
用
米
と
し
て
多
く
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
食
味
ラ
ン

キ
ン
グ
「
特
Ａ
」
を
獲
得
し
て
お
り
、
新
品
種
に
は
両
品
種
並
以

上
の
食
味
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
な
な
つ
ぼ
し
」
は
市
販
用
米
に
加
え
業
務
用
途
と
し
て
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の
中
食
向
け
と
し
て
多
く
使
用
さ
れ
て
お

り
、
用
途
は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
た
め
食
味
は
維
持
し
、「
な

な
つ
ぼ
し
」
よ
り
多
収
で
耐
病
性
に
優
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
の
熟
期
は
北
海
道
で
は
や
や
遅
い
区
分
に
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あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
作
付
地
域
が
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
温

暖
化
の
進
展
に
よ
り
こ
の
熟
期
の
作
付
可
能
地
域
の
拡
大
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
戸
あ
た
り
の
作
付
面
積
が
拡
大
傾
向
の

中
で
、
熟
期
の
異
な
る
品
種
の
組
合
せ
に
よ
り
作
業
適
期
幅
を
拡

大
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
や
や
遅
い
熟
期
の
品
種
開
発

が
必
要
で
あ
る
。

「
え
み
ま
る
」
は
主
に
直
播
用
と
し
て
作
付
け
さ
れ
て
い
る
。

「
ほ
し
ま
る
」よ
り
も
多
収
だ
が
、
移
植
栽
培
で「
な
な
つ
ぼ
し
」

「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
と
比
較
す
る
と
収
量
は
低
い
。
そ
の
た
め
、

「
え
み
ま
る
」
よ
り
多
収
で
、
同
等
に
熟
期
が
早
い
こ
と
、
低
温

苗
立
性
に
優
れ
る
こ
と
、
食
味
が
優
れ
る
こ
と
等
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

三
つ
目
は「
き
ら
ら
3
9
7
」の
置
き
換
え
に
つ
い
て
で
あ
る
。

実
需
者
か
ら
は
「
き
ら
ら
3
9
7
」
並
の
業
務
用
適
性
を
持
ち
、

低
価
格
な
米
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
販
用
米
と
の
価
格
差
を
凌

駕
で
き
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
な
な
つ
ぼ
し
」
を
超
え
る
収
益
性
＝

多
収
性
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
「
き
ら
ら
3
9
7
」
比

一
二
％
以
上
の
多
収
が
必
要
と
な
り
、「
空
育
1
9
5
号
」
で
一

八
％
の
多
収
は
達
成
さ
れ
た
。
現
在
、
生
産
者
団
体
か
ら
は
「
き

ら
ら
3
9
7
」
比
三
〇
％
多
収
を
要
望
さ
れ
て
お
り
、「
空
育
1

9
5
号
」
同
様
に
「
き
ら
ら
3
9
7
」
並
の
炊
飯
特
性
を
持
ち
つ

つ
、
さ
ら
な
る
多
収
品
種
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
さ
ら
な
る
「
多
収
」
を
達
成
す
る
た
め
に
近
年
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。

一
つ
目
は
多
収
母
本
の
収
量
性
に
関
す
る
栄
養
生
理
・
形
態
的

特
性
の
解
明
で
あ
る
。
今
ま
で
に
な
い
高
い
収
量
性
を
も
つ
品
種

の
開
発
に
は
、
極
多
収
な
母
本
と
そ
の
多
収
要
因
の
解
明
が
必
要

で
あ
る
。
北
海
道
で
の
多
収
母
本
は
ほ
と
ん
ど
が
府
県
の
多
収
品

種
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
国
の
研
究
機
関
に
よ
っ
て
海
外

の
遺
伝
資
源
や
人
為
突
然
変
異
素
材
か
ら
取
り
入
れ
た
材
料
を
利

用
し
て
育
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
主
に
府
県
の
多
収
品
種（「
モ

ミ
ロ
マ
ン
」「
べ
こ
あ
お
ば
」「
秋
田
63
号
」
等
）
を
北
海
道
品
種

に
導
入
す
る
と
何
が
変
化
し
て
多
収
に
な
る
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
収
量
構
成
要
素
や
窒
素
吸
収
量
、
植
物
体
に
貯
蓄
さ

れ
る
非
構
造
性
炭
水
化
物
量
や
葉
面
積
、
葉
ご
と
の
受
光
態
勢
、

葉
面
温
度
な
ど
を
調
査
し
た
。
そ
の
中
で
、
非
構
造
性
炭
水
化
物

量
を
茎
葉
に
多
く
蓄
積
し
乾
物
生
産
に
利
用
す
る
こ
と
が
、
多
収

性
を
発
揮
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

二
つ
目
は
Ｕ
Ａ
Ｖ
を
活
用
し
た
画
像
解
析
に
よ
る
ソ
ー
ス
能
評

価
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
葉
面
温
度
を
調
査
し
、
蒸
散
作
用
が
低

く
、
葉
面
温
度
が
高
い
（
光
合
成
能
力
が
低
い
）
系
統
を
育
成
の

初
期
段
階
か
ら
淘
汰
し
て
選
抜
効
率
を
上
げ
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。
道
総
研
で
は
多
収
母
本
の
選
抜
に
つ
な
が
る
葉
面
温
度
に

つ
い
て
、
水
稲
以
外
の
作
物
で
も
横
断
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

各
作
物
の
成
果
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
品
種
育
成
に
活
用
で
き

る
方
法
を
確
立
し
た
い
。
葉
面
温
度
以
外
に
も
Ｕ
Ａ
Ｖ
に
搭
載
し
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た
各
種
の
カ
メ
ラ
に
よ
り
植
物
の
生
育
量
の
評
価
を
選
抜
に
活
用

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

三
つ
目
は
遺
伝
子
解
析
で
あ
る
。
主
に
二
つ
方
法
が
あ
り
、
ま

ず
は
多
く
の
品
種
の
ゲ
ノ
ム
全
体
に
わ
た
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
多
型
と
収
量

等
の
デ
ー
タ
と
の
関
連
を
解
析
し
、
収
量
等
を
支
配
す
る
遺
伝
子

を
同
定
す
る
、
ゲ
ノ
ム
ワ
イ
ド
関
連
解
析
が
あ
る
。
次
に
品
種
間

の
収
量
等
の
違
い
と
大
量
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
情
報
と
の
関
係
か
ら
予

測
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
新
た
な
材
料
の
収
量
等
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
情

報
か
ら
予
測
す
る
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
コ
ス

ト
面
が
課
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
多
収
品
種
等
を
用
い
て
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
情
報
か
ら
の
収
量
予
測
値
と
収
量
実
測
値
が
高
い
相

関
関
係
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
予
測
値
を
用
い
て
、
交

配
組
合
わ
せ
の
収
量
予
測
も
可
能
で
あ
る
。
現
在
、
中
期
世
代
の

材
料
の
一
部
で
収
量
の
予
測
値
と
実
測
値
を
用
い
て
そ
れ
ぞ
れ
選

抜
し
、
そ
の
収
量
性
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

今
後
は
、
特
に
収
量
が
高
い
と
予
測
し
た
交
配
組
合
せ
の
後
代
に

お
い
て
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
方

法
で
は
選
抜
で
き
な
か
っ
た
極
多
収
な
も
の
を
選
べ
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
北
海
道
水
稲
品
種
開
発
の
経
緯
を

振
り
返
っ
て
き
た
。
食
味
に
重
点
を
お
い
た
「
き
ら
ら
3
9
7
」

か
ら
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
ま
で
の
品
種
と
、
食
味
以
上
に
収
量
や
直

播
適
性
に
重
点
を
お
い
た
「
そ
ら
ゆ
き
」、「
そ
ら
ゆ
た
か
」、「
え

み
ま
る
」等
、
さ
ら
に
長
ら
く
北
海
道
の
主
力
品
種
で
あ
っ
た「
き

ら
ら
3
9
7
」
を
置
き
換
え
る
多
収
品
種
「
空
育
1
9
5
号
」
等

が
育
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
今
後
の
方
向
性
と
し
て
、
食
味

か
ら
多
収
へ
と
重
点
が
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
現
在
の
育
成
目
標

と
、
さ
ら
な
る
多
収
品
種
へ
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ

た
。今

後
も
消
費
者
と
実
需
者
に
求
め
ら
れ
る
北
海
道
米
を
農
家
が

安
定
生
産
で
き
る
よ
う
な
品
種
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。
こ
れ

か
ら
も
北
海
道
の
水
稲
に
応
援
・
ご
期
待
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

参
考
文
献

・「
北
海
道
米
の
良
食
味
品
種
育
成
に
つ
い
て
」（
北
農
七
六
巻
Ｐ
三
三
六
―

三
四
二
）

・「
新
品
種
ゆ
め
ぴ
り
か
の
育
成
と
今
後
の
北
海
道
稲
育
種
」（
北
農
七
六
巻

Ｐ
三
四
三
―
三
五
七
）

・「
道
総
研
に
お
け
る
水
稲
育
種
の
現
状
と
展
望
」（
北
農
八
八
巻
Ｐ
一
九
五

―
二
〇
五
）
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山
形
県
の
稲
作
関
係
者
は
、「
本
県
の
米
づ
く
り
は
恵
ま
れ
た

自
然
と
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
高
い
技
術
力
に
よ
り
、
日
本
の
米

づ
く
り
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
」
と
常
に
自
負
し
て
き
た
。
現
在
に

お
い
て
も
、
単
収
・
品
質
（
一
等
米
比
率
）・
食
味
（
特
Ａ
産
地

銘
柄
）
の
い
ず
れ
も
、
全
国
の
最
上
位
グ
ル
ー
プ
に
あ
る
。
恵
ま

れ
た
自
然
と
は
、
稲
作
期
間
の
多
照
や
豊
富
な
水
資
源
、
地
力
の

高
い
土
壌
で
あ
る
。
高
い
技
術
力
と
は
、
し
っ
か
り
し
た
観
察
力

に
基
づ
く
施
肥
や
水
管
理
等
の
管
理
技
術
、そ
し
て
稲
を
作
る（
育

種
）
技
術
で
あ
る
。

水
稲
育
種
の
歴
史
を
辿
れ
ば
、
戦
前
の
育
種
主
体
は
県
北
部
庄

内
の
農
民（
地
主
層
）で
あ
る
。
戦
後
は
県
研
究
機
関
と
な
る
が
、

一
九
五
〇
〜
七
〇
年
代
は
尾
花
沢
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
庄
内

（
現
鶴
岡
市
）の
試
験
地
と
な
っ
て
い
る
。水
稲
の
育
種
目
標
は
、

常
に
収
量
の
多
い
作
り
や
す
い
品
種
（
耐
冷
性
・
耐
肥
性
・
耐
病

性
等
）
と
市
場
性
の
高
い
品
種
（
品
質
・
食
味
等
）
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
求
め
ら
れ
る
水
準
は
栽
培
技
術
の
進
歩
や
食
糧
需
要

の
変
化
等
の
時
代
背
景
に
よ
り
異
な
る
。
ま
た
温
暖
化
や
米
粉
等

新
た
な
需
要
へ
の
対
応
も
当
然
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
現
在
の
食
糧
需
給
を
見
た
場
合
、
米
の
一
人

負
け
と
云
っ
た
状
態
で
あ
る
。
小
麦
や
芋
類
の
需
要
は
堅
調
な

中
、
米
は
毎
年
一
〇
万
ｔ
の
需
要
減
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
。
特
Ａ

米
に
代
表
さ
れ
る
良
食
味
米
の
生
産
は
、
全
国
ど
こ
で
も
普
遍
的

な
も
の
と
な
っ
た
。
単
な
る
良
食
味
米
の
開
発
競
争
か
ら
脱
皮

し
、
新
た
な
展
開
を
図
る
こ
と
が
米
関
連
産
業
を
含
め
必
要
で
あ

り
、
水
稲
育
種
に
つ
い
て
も
そ
の
よ
う
な
視
点
が
求
め
ら
れ
る
。

山
形
県
に
お
け
る
水
稲
の
品
種
開
発

田
中
順
一

中
場

勝

タ
ナ
カ
農
産
研
究
所
所
長

前
山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
水
田
農
業
研
究
所
長

������������������������ 農村と都市をむすぶ2023．10
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1
�
品
種
開
発
の
伝
統

「
新
し
い
稲
の
種
類
の
造
り
方
」
と
い
う
小
冊
子
が
あ
る
。
筆

者
は
庄
内
農
家
の
柳
澤
多
蔵
氏
で
、
一
九
二
六
年
の
出
版
で
あ

る
。
こ
の
中
で
氏
は
、「
新
し
い
種
類
を
作
り
出
す
事
は
誰
に
も

で
き
る
。
そ
し
て
尊
い
仕
事
で
あ
る
」
と
し
、
交
配
育
種
や
純
系

淘
汰
・
変
り
穂
の
選
び
方
等
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
戦
前
の
庄
内
で
は
多
く
の
農
民
に
よ
り
広
範
か
つ

組
織
的
に
水
稲
育
種
が
行
わ
れ
、
多
数
の
品
種
が
誕
生
し
た
。
こ

れ
ら
品
種
の
中
で
、
山
形
県
の
奨
励
品
種
と
な
っ
た
も
の
は
一
七

品
種
、
品
種
評
価
の
目
安
と
云
わ
れ
る
一
万
町
歩
以
上
の
作
付
面

積
を
誇
る
も
の
は
六
品
種
を
数
え
る
。
こ
の
中
で
特
記
す
べ
き
品

種
は
「
亀
ノ
尾
」
と
「
福
坊
主
」
で
あ
る
。

⑴

明
治
期
の
三
大
品
種
「
亀
ノ
尾
」

「
亀
ノ
尾
」
は
阿
部
亀
治
翁
に
よ
り
一
八
九
三
年
に
創
出
さ
れ

た
品
種
で
、「
神
力
」「
愛
国
」
と
と
も
に
明
治
期
の
日
本
三
大
品

種
と
云
わ
れ
る
。「
亀
ノ
尾
」
は
当
時
の
品
種
と
し
て
は
耐
冷
性

や
耐
倒
伏
性
・
耐
病
性
に
優
れ
、
そ
し
て
何
よ
り
収
量
性
が
あ
っ

た
。
ま
た
食
味
も
良
く
、
こ
の
良
食
味
性
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
や

「
サ
サ
ニ
シ
キ
」
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
収
量
・

品
質
・
食
味
と
三
拍
子
揃
っ
た
「
亀
ノ
尾
」
は
、
一
九
一
四
年
に

山
形
県
で
最
初
の
奨
励
品
種
と
な
り
、
そ
の
作
付
は
大
正
中
期
に

は
一
九
万
ha
と
全
国
に
拡
が
っ
た
。
し
か
し
、
硫
安
等
の
化
学
肥

表1 庄内の主な民間育成品種（作付1万町歩以上）

※1．京錦×（高野坊主×イタリア種）
資料：山形県における米作統計：山形県（1969年）

庄内における水稲民間育種の研究：菅 洋（1990年）

品種 育成者 来歴 発見
交配
（年）

最大
面積
（町歩）

同左

（年）

備考

亀ノ尾 阿部亀治 冷立稲の選抜 1893 47400 1911 全国19万ha
早生大野 須藤吉之助 大野の変種 1893 13000 1920 明治の主力
豊国 檜山幸吉 文六の変種 1903 14000 1915 戦後も作付
福坊主 工藤吉郎兵衛 のめり×寿 1915 26300 1842 県外作付多
大国早生 佐藤順治 他 大宝寺早生×中生愛国 1921 17300 1949 組織で育成
日の丸 工藤吉郎兵衛 ※1 1928 20100 1949 田中正助選抜
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料
が
出
ま
わ
る
よ
う
に
な
る
と
、
倒
伏
し
や
す
く
い
も
ち
病
に
弱

い
点
が
指
摘
さ
れ
、
一
九
四
〇
年
に
奨
励
品
種
よ
り
除
外
さ
れ

た
。（
写
真
1
）

⑵

南
東
北
を
席
捲
し
た
「
福
坊
主
」
の
多
収
性

「
福
坊
主
」
は
一
九
一
五
年
に
工
藤
吉
郎
兵
衛
翁
に
よ
り
育
成

さ
れ
た
品
種
で
、
中
晩
生
の
強
稈
、
耐
肥
・
耐
病
性
に
優
れ
、
当

時
と
し
て
は
極
多
収
の
品
種
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
に
山
形
県
の

奨
励
品
種
に
採
用
さ
れ
、
宮
城
県
や
福
島
県
で
も
奨
励
品
種
と
な

り
、
一
九
三
九
年
に
は
七
万
ha
と
東
北
や
北
陸
の
各
県
に
拡
が
っ

た
。
こ
の
多
収
性
は
戦
後
も
評
価
さ
れ
、
山
形
県
の
奨
励
品
種
か

ら
除
外
さ
れ
た
の
は
一
九
五
七
年
で
あ
る
。
し
か
し
中
晩
生
品
種

故
に
遅
延
型
冷
害
被
害
を
受
け
や
す
く
、
一
九
三
四
年
の
大
冷
害

で
は
県
北
部
の
最
上
地
域
や
中
山
間
部
で
大
き
な
被
害
と
な
っ

た
。（
写
真
2
）

2
�
米
づ
く
り
の
躍
進
を
支
え
た
品
種
群

一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
は
「
米
作
日
本
一
表
彰
事
業
」
等
多
収

穫
競
技
会
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
六
〇
年
代
に
入
る

と
、「
新
佐
賀
段
階
米
づ
く
り
運
動
」
を
は
じ
め
と
し
、
各
県
で

米
づ
く
り
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
山
形
県
で
も
「
山
形
県
米
多
収

穫
競
技
会
」
や
「
山
形
県
稲
作
技
術
革
新
競
技
会
」
を
行
う
と
と

も
に
、一
九
六
七
年
か
ら「
山
形
県
六
〇
万
ト
ン
米
つ
く
り
運
動
」

に
官
民
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
単
収
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
一
九

六
七
〜
七
〇
年
に
は
四
か
年
連
続
単
収
日
本
一
と
な
る
等
全
国
的

な
注
目
を
集
め
た
。

こ
の
単
収
向
上
を
担
っ
た
の
が
、
国
育
成
の
「
農
林
四
一
号
」

や
「
サ
サ
ニ
シ
キ
」、「
フ
ジ
ミ
ノ
リ
」
に
加
え
、
尾
花
沢
試
験
地

で
育
成
さ
れ
た
品
種
群
で
あ
る
。
こ
の
当
時
は
農
林
番
号
の
付
い

た
国
育
成
品
種
全
盛
の
時
代
で
あ
り
、
県
独
自
の
育
種
を
行
っ
て

い
た
の
は
山
形
県
や
新
潟
県
・
愛
知
県
等
少
数
県
で
あ
り
、
県
単

育
種
の
不
要
論
も
多
か
っ
た
。
尾
花
沢
試
験
地
の
前
身
は
一
九
三

五
年
に
設
置
さ
れ
た
凶
作
防
止
試
験
地
で
あ
り
、
耐
冷
・
耐
病
性

の
多
収
品
種
の
育
成
に
注
力
し
て
き
た
。
こ
の
育
成
品
種
の
中
で

特
記
す
べ
き
品
種
は
早
生
の
「
さ
わ
に
し
き
」
と
中
生
の
「
さ
わ

の
は
な
」
で
あ
る
。
な
お
、
尾
花
沢
試
験
地
は
一
九
八
二
年
に
廃

止
さ
れ
、
育
種
部
門
は
庄
内
支
場
（
現
水
田
農
業
研
究
所
）
に
一

本
化
さ
れ
た
。

⑴

早
生
品
種
の
優
等
生
「
さ
わ
に
し
き
」

「
さ
わ
に
し
き
」
は
一
九
五
九
年
に
早
生
・
多
収
の
品
種
と
し

て
奨
励
品
種
に
採
用
さ
れ
、
秋
田
県
等
県
外
で
も
奨
励
品
種
に
採

用
さ
れ
た
。
品
種
特
性
か
ら
普
及
場
面
は
中
山
間
〜
山
間
部
が
多

か
っ
た
が
、
県
外
を
含
め
た
最
大
作
付
面
積
は
一
九
六
四
年
の
二

五
〇
〇
〇
ha
で
あ
り
、
六
三
〜
六
五
年
の
三
か
年
に
わ
た
り
二
万

ha
以
上
の
作
付
が
あ
り
、
中
山
間
地
域
の
良
食
味
米
と
し
て
自
主

流
通
米
の
一
角
を
担
っ
た
。（
写
真
3
）

⑵

尾
花
沢
育
成
品
種
を
代
表
す
る
「
さ
わ
の
は
な
」

����������������������� 山形県における水稲の品種開発
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「
さ
わ
の
は
な
」
は
一
九
六
〇
年

に
高
品
質
・
多
収
の
品
種
と
し
て
奨

励
品
種
に
採
用
さ
れ
た
。
品
種
の
特

性
は
中
間
型
で
総
籾
数
が
少
な
い
も

の
の
、
低
温
下
で
も
登
熟
が
安
定
し

収
量
の
安
定
性
が
際
立
つ
。
食
味
は

食
感
が
軟
ら
か
く
炊
飯
後
の
食
味
低

下
が
少
な
く
、
年
間
を
通
し
て
食
味

変
化
が
少
な
い
特
性
が
あ
る
。
こ
の

た
め
長
年
に
渡
り
広
範
な
作
付
け
が

見
ら
れ
、
特
に
一
九
六
九
年
か
ら
の
自
主
流
通
米
発
足
に
当
た
っ

て
は
内
陸
部
の
主
力
品
種
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
現
在
で
も
少

数
で
は
あ
る
が
作
付
さ
れ
、
地
域
特
産
品
種
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
る
。（
写
真
4
）

3
�
販
売
戦
略
と
連
動
し
た
品
種
づ
く
り

一
九
七
〇
〜
八
〇
年
代
は
「
サ
サ
ニ
シ
キ
」
や
「
キ
ヨ
ニ
シ
キ
」

と
い
っ
た
国
育
成
品
種
の
全
盛
期
で
、
県
育
成
品
種
は
「
は
な
ひ

か
り
」
や
「
あ
さ
あ
け
」
等
が
育
成
さ
れ
た
が
三
番
手
・
四
番
手

の
品
種
で
主
力
品
種
と
な
り
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
八
〇
年
代
後

半
に
な
る
と
、「
サ
サ
ニ
シ
キ
」
の
限
界
が
意
識
さ
れ
、
東
北
各

県
で
新
た
な
品
種
開
発
が
加
速
し
、
秋
田
県
で
「
あ
き
た
こ
ま

ち
」、
宮
城
県
で
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
が
誕
生
す
る
。
山
形
県
で
も

水
稲
育
種
組
織
を
庄
内
に
一
本
化
し
、
一
九
八
七
年
に
銘
柄
水
稲

品
種
開
発
事
業
が
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
最
新
の
食
味
関
連
分
析

機
器
や
世
代
促
進
温
室
を
整
備
す
る
と
と
も
に
エ
ー
ス
級
の
人
材

を
投
入
し
、
良
質
・
良
食
味
銘
柄
品
種
育
成
に
注
力
し
た
。
そ
の

中
で
誕
生
し
た
の
が
一
九
九
一
年
の
「
は
え
ぬ
き
」
で
あ
る
。
こ

の
「
は
え
ぬ
き
」
は
三
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
山
形
県
の
主
力
品

種
で
あ
る
が
、「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
や
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
の
後
塵

観
が
あ
り
、
市
場
評
価
も
や
や
低
調
で
業
務
用
米
に
傾
斜
し
た
評

価
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、「
は
え
ぬ
き
」
を
凌
ぐ
良
食
味
米
が
求

め
ら
れ
、
二
〇
〇
八
年
に
名
称
の
県
民
投
票
が
行
わ
れ
る
等
大
き

な
期
待
を
背
負
っ
て
誕
生
し
た
の
が「
つ
や
姫
」で
あ
る
。
な
お
、

良
食
味
米
育
成
で
は
低
ア
ミ
ロ
ー
ス
や
籾
数
制
限
す
る
よ
う
な
遺

伝
子
を
導
入
し
た
品
種
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
本
県
で
育
成
し
た

「
は
え
ぬ
き
」
等
は
既
存
品
種
同
様
の
遺
伝
子
で
あ
り
、
収
量
性

に
富
む
良
質
・
良
食
味
品
種
で
あ
る
。

⑴

「
は
え
ぬ
き
」
と
山
形
県
水
稲
新
品
種
銘
柄
確
立
対
策
協

議
会
（
以
下
、
協
議
会
）

「
は
え
ぬ
き
」（
山
形
四
五
号
）
が
特
Ａ
米
評
価
に
値
す
る
良

食
味
系
統
で
あ
る
旨
を
、
育
種
部
門
か
ら
県
行
政
部
門
に
紹
介
さ

れ
た
の
は
一
九
九
〇
年
の
試
験
成
績
検
討
会
で
あ
る
。
求
め
ら
れ

て
き
た
良
食
味
系
統
と
し
て
直
に
期
待
が
高
ま
り
、
こ
の
系
統
を

最
も
効
果
的
に
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
、
一
九
九

二
年
に
山
形
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
体
育
大
会
が
設
定
さ
れ
、
そ

資料：作物統計

㎏／10ａ（％）
年 全国 山形県

1946－48330（100）365（100）
1956－58364（110）443（121）
1966－68434（132）550（151）

表2 戦後の単収の推移
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こ
に
向
け
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
九
〇
年
九
月
に
首
都
圏
大
手
卸
等
に
対
し

て
、
農
林
水
産
部
長
を
先
頭
に
幹
部
職
員
自
ら
出
向
く
独
自
の
対

面
調
査
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
山
形
県

に
は
経
済
連
（
現
全
農
県
本
部
）
が
二
つ
あ
り
、
二
本
経
済
連
と

揶
揄
さ
れ
、
販
売
方
針
が
明
確
で
な
く
宣
伝
活
動
も
長
続
き
し
な

い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
中
央
会
や
山
形

・
庄
内
の
経
済
連
に
強
く
働
き
か
け
、�「
は
え
ぬ
き
」
導
入
に
あ

た
っ
て
の
販
売
戦
略
で
は
、
販
売
は
歴
史
と
伝
統
を
背
景
と
し
た

顧
客
と
の
つ
な
が
り
や
売
り
方
の
違
い
が
あ
っ
て
困
難
だ
が
、
宣

伝
活
動
に
つ
い
て
は
過
去
の
し
が
ら
み
を
捨
て
統
一
し
て
行
う
こ

と
�
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
九
一
年
四
月
に
知
事
を
会
長
と
し

た
「
協
議
会
」
が
関
係
機
関
や
生
産
者
・
生
産
者
団
体
に
よ
り
発

足
し
た
。

ま
た
、
一
九
九
二
年
の
デ
ビ
ュ
ー
時
に
よ
り
多
く
の
米
を
供
給

す
る
た
め
、
九
一
年
早
々
か
ら
沖
縄
県
石
垣
市
で
種
子
（
原
種
）

の
一
次
増
殖
を
行
い
、
五
月
か
ら
の
通
常
シ
ー
ズ
ン
に
県
内
で
二

次
増
殖
を
行
う
と
い
う
、
全
国
で
初
め
て
の
試
み
を
行
っ
た
。
こ

の
結
果
、
一
九
九
二
年
の
作
付
は
当
初
想
定
さ
れ
た
面
積
の
二
倍

以
上
の
四
四
〇
〇
ha
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
、「
は
え
ぬ
き
」
は
先
行
し
た
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
や
「
ひ

と
め
ぼ
れ
」
よ
り
銘
柄
と
し
て
の
評
価
が
低
い
と
云
わ
れ
る
。
こ

れ
は
、
周
年
販
売
が
可
能
な
出
荷
量
と
な
る
一
九
九
三
年
を
銘
柄

確
立
の
正
念
場
と
し
て
、
協
議
会
と
し
て
は
最
大
規
模
の
三
億
円

を
超
え
る
予
算
で
消
費
・
販
売
の
宣
伝
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
た
。
し
か
し
、
九
三
年
は
未
曾
有
の
大
冷
害
で
外
米
の
輸
入
が

行
わ
れ
る
等
米
市
場
が
大
混
乱
し
た
。
こ
の
た
め
、
農
林
水
産
省

よ
り
米
販
売
宣
伝
の
自
粛
や
単
品
販
売
の
中
止
に
つ
い
て
指
導
が

あ
り
、
正
念
場
で
の
全
国
展
開
と
消
費
者
へ
の
浸
透
が
出
来
な
か

っ
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
付
け
加
え
れ
ば
、
九
三
年
の

「
は
え
ぬ
き
」
は
耐
冷
性
極
強
の
特
性
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
全

国
の
産
地
銘
柄
で
最
高
の
単
収
五
三
九
㎏
・
生
産
量
九
二
二
〇
〇

ｔ
が
あ
り
、
全
国
展
開
で
き
る
十
分
な
量
が
あ
っ
た
。（
写
真
5
）

⑵

「
つ
や
姫
」
と
組
織
力
を
生
か
し
た
生
産
・
販
売

「
つ
や
姫
」（
山
形
九
七
号
）
が
育
種
部
門
か
ら
紹
介
さ
れ
た

の
は
二
〇
〇
六
年
の
成
績
検
討
会
で
あ
り
、�
庄
内
で
育
成
し
た

系
統
の
中
で
最
も
良
食
味
�
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め

筆
者
の
一
人
で
あ
る
田
中
（
当
時
農
林
水
産
部
次
長
）
は
、
試
験

場
に
出
向
い
て
圃
場
を
観
察
し
試
食
を
繰
り
返
し
た
が
、
満
足
の

い
く
も
の
で
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
二
〇
〇
八
年
産
の
現
地
試

験
圃
場
の
米
は
、
一
口
食
し
て
�
コ
レ
は
！
�
と
思
う
も
の
が
あ

っ
た
。
し
か
も
こ
の
現
地
圃
場
は
県
内
で
最
も
生
産
力
が
あ
る
平

坦
部
の
地
力
が
高
い
圃
場
で
、
必
ず
し
も
良
食
味
米
生
産
に
適
し

た
も
の
で
な
か
っ
た
。
そ
の
圃
場
で
こ
の
よ
う
な
良
食
味
米
が
生

産
で
き
る
な
ら
、
県
内
大
部
分
の
圃
場
で
も
生
産
可
能
だ
と
直
感

で
き
る
も
の
が
あ
り
、
実
際
そ
の
通
り
と
な
っ
た
。（
写
真
6
）
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「
つ
や
姫
」
の
生
産
・
販
売
に
当
た
っ
て
は
、「
は
え
ぬ
き
」

の
例
に
倣
っ
て
、
関
係
機
関
や
生
産
者
・
生
産
者
団
体
か
ら
な
る

「
山
形
つ
や
姫
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
推
進
本
部
」
を
設
け
、
県
や
農

協
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
新
興
銘
柄
で
は
最
も
成
功

し
た
も
の
と
評
価
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
組
織
的
な
取

り
組
み
を
迅
速
か
つ
長
期
に
実
施
で
き
た
の
は
、
知
事
が
陣
頭
に

立
っ
て
引
っ
張
っ
た
こ
と
に
加
え
、
生
産
現
場
の
普
及
組
織
が
中

心
と
な
り
三
〇
年
以
上
に
渡
り
継
続
し
て
実
施
し
て
き
た
「
米
づ

く
り
運
動
」
の
実
績
が
あ
る
。（
写
真
7
）

ま
た
、「
つ
や
姫
」
の
生
産
対
策
で
特
筆
す
る
こ
と
は
、
二
〇

〇
九
年
よ
り
現
地
で
指
導
に
あ
た
る
普
及
組
織
に
、
経
験
豊
か
な

普
及
Ｏ
Ｂ
を
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
配
置
し
、
生
産
者
の
組

織
化
や
関
係
団
体
等
の
連
絡
調
整
に
当
た
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
技
術
力
に
優
れ
た
生
産
者
へ
の
作
付
集
中
や
全
面
積

有
機
栽
培
又
は
特
別
栽
培
米
、
出
荷
基
準
と
し
て
一
等
米
か
つ
タ

ン
パ
ク
含
有
率
六
・
四
％
以
下
と
い
っ
た
強
力
な
取
り
組
み
が
可

能
と
な
っ
た
。
加
え
て
技
術
系
職
員
を
東
京
事
務
所
に
配
置
し
、

米
卸
や
販
売
現
場
で
の
産
地
情
報
の
発
信
や
消
費
地
情
報
の
収
集

に
当
た
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
県
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
逸
早
い
ブ
ラ
ン
ド
形

成
と
な
っ
た
と
考
え
る
。

写真3 「さわにしき」

写真6 「つや姫」

写真2 「福坊主」

写真5 「はえぬき」

写真1 「亀ノ尾」

写真4 「さわのはな」
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「
つ
や
姫
」
の
生
産
対
策

・
栽
培
適
地
で
県
知
事
が
認
定
し
た
生
産
者
の
み
が
生
産
（
生

産
者
認
定
制
）

・
有
機
栽
培
と
特
別
栽
培
に
限
定
（
全
て
第
三
者
認
証
機
関
に

よ
る
認
証
）

・
一
等
米
か
つ
玄
米
祖
タ
ン
パ
ク
含
有
率
六
・
四
％
以
下
（
水

分
一
五
％
換
算
）
の
米
だ
け
出
荷

・
計
画
的
な
生
産
拡
大
（
二
〇
一
〇
年
：
二
四
六
六
ha
、
二
〇

一
五
年
：
七
七
一
一
ha
、
二
〇
二
〇
年
：
九
七
一
六
ha
）

4
�
水
稲
育
種
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性

⑴

庄
内
支
場
（
現
水
田
農
業
研
究
所

以
下
水
田
研
）
で
の

育
成
品
種

山
形
県
で
は
一
九
八
二
年
に
水
稲
育
種
部
門
を
水
田
研
に
一
本

化
し
、
良
質
・
良
食
味
・
安
定
収
量
を
育
成
目
標
に
新
品
種
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
主
食
用
う
る
ち
に
加
え
、
糯
米
、
醸
造
用

米
、
さ
ら
に
飼
料
用
・
米
粉
用
等
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
品
種
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
一
四
三
系
統
を
育
成
し
、
う
ち
二
一
系
統
が
品
種
と

な
っ
た
（
主
食
用
う
る
ち
一
三
品
種
、
糯
米
二
品
種
、
醸
造
用
三

品
種
、
飼
料
用
三
品
種
）。

主
食
用
う
る
ち
の
主
な
品
種
は
、
山
形
県
の
主
力
品
種
で
あ
る

「
は
え
ぬ
き
」（
一
九
九
一
年
）、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
低
ア
ミ
ロ
ー
ス

遺
伝
子
を
も
つ
「
里
の
ゆ
き
」（
二
〇
〇
四
年
）、
ブ
ラ
ン
ド
品
種

の
「
つ
や
姫
」（
二
〇
〇
九
年
）、「
雪
若
丸
」（
二
〇
一
五
年
）。

糯
米
で
は
白
く
て
固
く
な
り
に
く
い
「
こ
ゆ
き
も
ち
」（
二
〇
〇

六
年
）、
早
生
多
収
の
「
山
形
糯
一
二
八
号
」（
二
〇
一
七
年
）、

醸
造
用
で
は
「
出
羽
燦
々
」（
一
九
九
五
年
）、「
出
羽
の
里
」（
二

〇
〇
四
年
）、「
雪
女
神
」（
二
〇
一
四
年
）
を
育
成
し
た
。

中
で
も
「
雪
女
神
」
は
醸
造
特
性
に
優
れ
、
二
〇
二
二
年
醸
造

年
度
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
山
形
県
は
二
〇
銘
柄
が
金
賞
受
賞
で
九

年
ぶ
り
の
日
本
一
と
な
っ
た
が
、
二
〇
銘
柄
の
う
ち
半
数
が
「
雪

女
神
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

⑵

育
種
体
制

一
九
八
〇
年
頃
ま
で
は
、
東
北
地
域
は
数
年
ご
と
に
冷
害
に
見

舞
わ
れ
、
耐
冷
性
の
強
化
、
い
も
ち
病
抵
抗
性
の
強
化
が
水
稲
育

種
の
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
。

一
方
、
一
九
八
〇
年
代
は
「
サ
サ
ニ
シ
キ
」
の
限
界
が
指
摘
さ

れ
、
商
品
性
の
高
い
良
質
・
良
食
味
品
種
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

水
田
研
で
は
「
は
え
ぬ
き
」
誕
生
前
か
ら
食
味
関
連
の
基
礎
研

究
を
行
い
、
と
に
か
く
食
べ
て
良
食
味
系
統
の
選
抜
を
行
い
、
同

時
に
物
理
性
、
化
学
性
と
い
っ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
く
選
抜
を
行
っ

て
き
た
。

一
九
八
五
年
以
前
は
年
間
二
〇
品
種
系
統
前
後
し
か
食
味
試
験

����������������������� 山形県における水稲の品種開発
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を
行
わ
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
六
年
以
降
と
に
か
く
食
べ
る
、
食

べ
て
食
べ
て
食
べ
ま
く
る
と
い
う
こ
と
で
、
年
間
五
〇
〇
〜
六
〇

〇
品
種
系
統
の
食
味
試
験
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
体
制
は
現
在
も

続
い
て
い
る
。（
写
真
8
）

さ
ら
に
、
試
験
場
栽
培
部
門
と
県
内
全
農
業
技
術
普
及
課
（
普

及
組
織
）
で
担
当
し
て
い
る
水
稲
奨
励
品
種
決
定
調
査
に
お
い
て

も
食
味
試
験
の
基
準
品
種
は
、
育
種
部
門
の
食
味
試
験
の
基
準
品

種
と
同
じ
水
田
研
で
栽
培
さ
れ
た
「
は
え
ぬ
き
」
を
用
い
、
山
形

県
全
県
の
稲
作
分
野
が
同
一
基
準
で
系
統
の
評
価
を
行
っ
て
い

る
。食

味
評
価
の
選
抜
も
、
玄
米
粗
タ
ン
パ
ク
質
含
有
率
（
炊
飯
米

の
硬
さ
）、
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有
率
（
炊
飯
米
の
粘
り
）
に
加
え
て
、

炊
飯
米
の
白
さ
（
外
観
）
を
評
価
す
る
手
法
を
独
自
に
確
立
し
、

「
こ
ゆ
き
も
ち
」
や
「
つ
や
姫
」「
雪
若
丸
」
の
育
成
に
活
か
さ

れ
て
い
る
。

な
お
、
山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
水
田
農
業
試
験
場
水

稲
品
種
「
つ
や
姫
」
育
成
グ
ル
ー
プ
が
「
炊
飯
米
の
新
た
な
外
観

評
価
法
を
用
い
た
広
域
適
応
性
極
良
食
味
品
種
『
つ
や
姫
』
の
育

成
」
で
二
〇
二
一
年
に
日
本
育
種
学
会
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

主
食
用
う
る
ち
以
外
の
系
統
の
評
価
に
お
い
て
は
、
実
需
や
関

係
機
関
と
の
連
携
で
行
っ
て
い
る
。

醸
造
用
品
種
は
、
県
の
醸
造
部
門
の
研
究
機
関
で
あ
る
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
原
料
米
分
析
や
小
仕
込
み
試
験
に
よ
り
系

統
の
醸
造
適
性
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
八
四
年
に

県
、
酒
造
組
合
、
集
荷
団
体
等
で
設
立
し
た
山
形
県
酒
造
適
性
米

生
産
推
進
協
議
会
で
育
成
し
た
品
種
の
酒
米
コ
ン
テ
ス
ト
を
行

い
、
良
質
米
の
生
産
に
努
め
て
い
る
。

糯
米
は
、
実
需
で
あ
る
加
工
業
者
よ
り
加
工
適
性
の
評
価
を
受

け
て
い
る
。

飼
料
用
稲
・
飼
料
用
米
は
、
畜
産
研
究
所
と
連
携
し
て
飼
料
分

析
を
行
い
系
統
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

⑶

今
後
の
方
向

主
力
品
種
「
は
え
ぬ
き
」
の
育
成
か
ら
三
一
年
、
ブ
ラ
ン
ド
品

種
「
つ
や
姫
」
の
育
成
か
ら
一
三
年
、
両
品
種
と
も
育
成
当
初
か

ら
出
穂
期
が
早
ま
っ
て
お
り
、
温
暖
化
は
明
ら
か
に
進
行
し
て
い

る
。寒

冷
地
で
あ
る
山
形
県
に
お
い
て
、
七
月
の
低
温
に
よ
る
障
害

型
冷
害
は
こ
こ
三
〇
年
で
は
一
九
九
三
年
と
二
〇
〇
三
年
の
二
回

発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
七
月
〜
八
月
の
高
温
に
よ
る
品
質

低
下
や
収
量
低
下
な
ど
の
高
温
障
害
は
、
一
九
九
四
年
、
一
九
九

九
年
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
六
年
、
二
〇
一
八
年
と
五
回
発
生

し
て
い
る
。

耐
冷
性
を
備
え
つ
つ
高
温
耐
性
の
強
い
品
種
が
求
め
ら
れ
、
高

温
耐
性
検
定
施
設
を
整
備
し
て
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。（
写

真
9
）

ま
た
、
食
料
・
農
林
水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性
の
両
立

山形県における水稲の品種開発 �����������������������
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を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
の
実
現
を
目
指
す
国
の
戦
略
で
あ
る
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
対
応
し
た
化
学
合
成
農
薬
の
使

用
量
低
減
や
化
学
肥
料
の
使
用
量
低
減
が
可
能
で
、
低
コ
ス
ト
生

産
に
資
す
る
耐
病
性
品
種
や
少
肥
対
応
品
種
が
求
め
ら
れ
、
全
国

各
地
の
育
成
地
と
の
育
成
系
統
の
交
換
等
に
よ
る
育
成
材
料
の
拡

大
に
努
め
て
い
る
。

交
配
か
ら
新
品
種
と
な
る
ま
で
一
〇
年
以
上
の
年
月
を
要
す

る
。
一
〇
年
後
を
予
測
、
俯
瞰
す
る
目
を
持
っ
て
、
求
め
ら
れ
る
、

必
要
と
さ
れ
る
品
種
を
目
指
し
て
、
夏
は
田
ん
ぼ
で
調
査
・
選

抜
、
秋
冬
に
は
ひ
た
す
ら
品
質
を
み
て
、
ひ
た
す
ら
食
べ
ま
く
っ

て
選
抜
を
進
め
る
。（
写
真
10
）

新
品
種
育
成
に
近
道
は
な
く
、
泥
臭
く
地
道
に
と
に
か
く
稲
を

見
て
、
米
を
見
て
、
食
べ
る
、
そ
の
繰
り
返
し
に
尽
き
る
。
ま
た
、

平
成
以
降
の
食
味
を
重
視
し
た
育
種
目
標
に
よ
り
収
量
性
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
収
量
性
の
向
上
と
低
コ
ス
ト
化
に
よ
る

生
産
性
向
上
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

全
国
各
地
の
育
成
地
が
切
磋
琢
磨
し
て
、
そ
の
時
代
に
合
っ
た

品
種
を
育
成
し
、
日
本
の
農
業
、
食
を
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
、

ブ
リ
ー
ダ
ー
冥
利
に
尽
き
る
。

写真8 食味試験炊飯器
（10台／回×2回／日）

写真10 水田農業研究所
育種ほ場全景

写真7 「つや姫」栽培
現地研修会

写真9 高温耐性検定施設
（奥に夜温を上げるヒーター）
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1
�
は
じ
め
に

北
部
九
州
に
位
置
す
る
福
岡
県
は
水
田
二
毛
作
が
盛
ん
な
地
域

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
水
田
農
業
を
と
り
ま
く
環
境
が
厳
し
い

今
日
に
お
い
て
も
、
田
本
地
利
用
率
は
一
三
〇
％
、
裏
作
田
割
合

は
四
六
％
と
、
い
ず
れ
も
隣
の
佐
賀
県
に
次
い
で
全
国
第
二
位
の

高
い
数
値
で
あ
る（
注
1
）
。
こ
れ
ら
は
メ
イ
ン
の
裏
作
作
物
で
あ
る

麦
類
の
田
本
地
作
付
率
と
と
も
に
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
増
加
傾
向

に
あ
り
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
以
降
北
部
九
州
地
域
は
水
田
二
毛

作
が
進
展
し
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
図
1
）。

そ
し
て
水
田
二
毛
作
の
担
い
手
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
北

部
九
州
に
お
い
て
台
頭
し
て
き
た
の
が
大
規
模
経
営
層
で
あ
る
。

磯
田
（
二
〇
一
五
：
ｐ
�
三
二
八
）
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
①

生
産
調
整
面
積
の
大
幅
拡
大
と
転
作
の
「
本
作
化
」
を
狙
っ
た
水

田
農
業
経
営
確
立
対
策
に
お
い
て
打
ち
出
さ
れ
た
麦
・
大
豆
等
に

よ
る
二
毛
作
転
作
田
へ
の
手
厚
い
助
成
措
置
が
組
織
や
規
模
拡
大

志
向
個
別
経
営
に
よ
る
裏
作
麦
拡
大
へ
の
強
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
与
え
た
こ
と
、
②
そ
の
後
実
施
さ
れ
た
品
目
横
転
的
経
営
安
定

対
策
に
お
い
て
一
定
規
模
以
上
の
「
担
い
手
」
だ
け
に
交
付
さ
れ

る
生
産
条
件
不
利
補
正
政
策
に
転
換
し
た
た
め
、
転
作
や
裏
作
に

お
い
て
、
そ
う
し
た
要
件
を
満
た
す
組
織
や
個
別
経
営
へ
の
麦
作

の
集
積
を
強
力
に
促
す
こ
と
に
な
っ
た
点
を
ふ
ま
え
て
、
北
部
九

州
に
お
い
て
は
二
毛
作
土
地
利
用
に
お
け
る
麦
作
を
担
う
主
体
の

ふ
る
い
分
け
が
進
行
し
た
と
指
摘
し
た
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
水
田
二
毛
作
が
進
展

し
、
大
規
模
経
営
が
展
開
し
つ
つ
あ
る
福
岡
県
を
事
例
と
し
て
、

水
稲
作
付
と
新
品
種
普
及
の
動
向
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

水
田
二
毛
作
地
帯
に
お
け
る
水
稲
作
付
と
新
品
種
普
及
の
動
向

〜
福
岡
県
を
事
例
に
〜

渡
部
岳
陽

九
州
大
学

農村と都市をむすぶ2023．10 ������������������������
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2
�
福
岡
県
に
お
け
る
品
種
別
の
水
稲
お
よ
び
麦
類
作
付

の
動
向

本
題
に
入
る
前
に
、
福
岡
県
の
米
産
地
と
し
て
の
特
徴
を
整
理

し
て
お
き
た
い
。
金
岡
（
二
〇
〇
七
：
ｐ
ｐ
�
三
四
―
三
五
）、

椿
ら
（
二
〇
〇
五
：
ｐ
�
七
六
）
を
ふ
ま
え
て
整
理
す
れ
ば
、
二

〇
〇
〇
年
頃
の
福
岡
県
は
、
①
非
銘
柄
中
小
産
地
、
②
県
内
販
売

が
主
体
、
③
全
国
第
二
位
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

数
、
④
高
い
系
統
利
用
率
、
と
い
っ
た
特
徴
を
有
し
て
い
た
。
表

1
に
福
岡
県
に
お
け
る
水
稲
品
種
別
作
付
面
積
の
推
移
を
示
し
て

い
る
。
一
九
九
四
年
に
一
般
栽
培
が
開
始
さ
れ
た
県
初
の
単
独
育

成
良
食
味
品
種
「
夢
つ
く
し
」
が
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
面
積
を
伸

ば
し
て
お
り
、
徐
々
に
福
岡
県
独
自
の
銘
柄
米
が
普
及
し
て
い
っ

た
。
そ
の
後
、
高
温
障
害
に
極
め
て
強
い
良
食
味
品
種
「
元
気
つ

く
し
」
が
育
成
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
の
一
般
栽
培
開
始
後
、
瞬
く

間
に
作
付
面
積
が
拡
大
し
た
。
さ
ら
に
、
高
温
に
弱
く
収
穫
時
期

が
「
元
気
つ
く
し
」
と
競
合
す
る
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
に
代
わ
る
べ
く
育

成
さ
れ
た
高
温
耐
性
を
有
す
る
多
収
・
良
食
味
品
種
「
実
り
つ
く

し
」
の
作
付
が
二
〇
一
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
二
〇
二
三
年
か
ら

は
、
い
も
ち
病
に
強
い
中
山
間
地
域
向
け
良
食
味
品
種
「
恵
つ
く

し
」
の
一
般
栽
培
が
始
ま
っ
て
い
る
。
結
果
、
米
作
付
に
お
い
て

は
、
二
〇
〇
〇
年
産
で
は
三
割
強
に
過
ぎ
な
か
っ
た
県
育
成
品
種

の
シ
ェ
ア
が
二
〇
二
〇
年
産
で
は
六
割
強
ま
で
高
ま
っ
て
お
り
、

図1 福岡県における田利用の推移

出所：農林水産省「耕地及び作付面積統計」各年度版より作成。

���� 水田二毛作地帯における水稲作付と新品種普及の動向～福岡県を事例に～
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表1 福岡県における水稲品種別作付面積（うるち米）

出所：福岡県「福岡県農林水産業・農山漁村の動向」（各年度版）より作成。
註：1）ゴチは福岡県が育成した品種。

2）＊は酒造用一般米。

表2 福岡県における麦種別・品種別作付面積の推移

出所：福岡県資料およびJA全農ふくれんホームページ（URL https://zennoh-fukuren.jp/consumer/rice/
wheat、閲覧日：2023年8月5日）等をもとに作成。

註：ゴチは福岡県が育成した品種。

品種名 2000年産 2005年産 2010年産 2015年産 2020年産 2020年産割合

極早生
コシヒカリ 1，330 1，020 580 410 370 1．1％
夢つくし 11，900 14，200 15，600 14，060 13，650 40．0％

早生

ほほえみ 1，070 220 － － － －
つくし早生 1，900 － － － － －
つくしろまん － 1，710 720 220 180 0．5％
元気つくし － － 1，090 6，030 6，630 19．4％

中生～晩生

ヒノヒカリ 20，200 20，200 18，300 12，800 10，570 31．0％
つやおとめ － － 300 240 140 0．4％
ニシホマレ＊ 2，730 1，250 170 － － －
ツクシホマレ 400 210 210 210 380 1．1％
実りつくし － － － 10 370 1．1％
レイホウ＊ 250 110 － － － －
夢一献＊ － 40 90 130 140 0．4％

酒造好適米 山田錦 330 230 200 340 290 0．9％
その他 890 570 600 930 1，380 4．0％
計 41，000 40，120 38，050 35，380 34，100 100．0％

品種名 2000年産 2005年産 2010年産 2015年産 2020年産 主な用途

小
麦

農林61号 1，480 1，770 320 － － 日本麺
シロガネコムギ 4，333 6，720 6，320 5，680 5，340 菓子・日本麺
チクゴイズミ 6，950 5，880 4，990 5，430 5，070 日本麺
ニシホナミ 830 1，370 1，030 810 720 日本麺
イワイノダイチ － 90 － － － 日本麺
ミナミノカオリ － 270 1，570 1，990 1，730 パン・日本麺・中華麺
ちくしW2号 － － 566 1，290 1，840 中華麺
その他 10 － － － －
計 13，600 16，100 14，800 15，200 14，700

二
条
大
麦

あまぎ二条 210 － － － － ビール
アサカゴールド 1，310 520 － － － ビール
ミハルゴールド 500 250 － － － ビール
ほうしゅん 170 900 1，270 1，080 1，040 ビール
しゅんれい － 30 520 860 50 ビール
はるみやび － － － 110 － ビール
はるさやか － － － － 60 ビール
ニシノチカラ 790 1，250 － － － 焼酎、味噌、麦茶
ニシホノシ 70 580 1，260 1，220 － 焼酎、味噌、麦茶
はるしずく － － 2，190 2，770 1，490 焼酎、味噌、麦茶
はるか二条 － － － 20 3，630 焼酎、味噌、麦茶
くすもち二条 － － － － 610 もち麦
計 3，050 3，530 5，240 6，070 6，880
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ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
存
在
感
が
未
だ
強
い
と
は
い
え
、
今
日
、
福
岡
県

も
良
食
味
・
銘
柄
米
産
地
と
位
置
づ
け
て
良
い
状
況
に
あ
る
。
一

方
、
前
述
し
た
②
、
③
、
④
の
特
徴
は
今
日
も
同
様
で
あ
り
、
福

岡
県
に
お
い
て
は
農
協
の
存
在
感
が
依
然
と
し
て
大
き
な
も
の
が

あ
る（
注
2
）
。

続
い
て
、
福
岡
県
に
お
け
る
麦
類
の
品
種
別
作
付
推
移
に
つ
い

て
も
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
表
2
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
福

岡
県
に
お
い
て
は
、
小
麦
の
一
部
、
ビ
ー
ル
用
二
条
大
麦
の
ほ
と

ん
ど
に
お
い
て
県
育
成
品
種
が
使
用
さ
れ
て
き
た
。「
ち
く
し
Ｗ

2
号
」
は
一
般
に
は
ラ
ー
メ
ン
用
小
麦
「
ラ
ー
麦
」
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
福
岡
県
が
新
た
な
小
麦
需
要
創
出
と
名
物
の
博
多
ラ

ー
メ
ン
の
地
産
地
消
を
進
め
る
た
め
二
〇
〇
八
年
に
開
発
さ
れ
た

品
種
で
あ
る
。
品
種
開
発
後
、
県
は
ブ
ラ
ン
ド
化
や
生
産
拡
大
を

図
る
た
め
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
、
そ
の
も
と
で
、
県

試
験
研
究
機
関
を
中
心
に
実
需
者
が
求
め
る
品
質
確
保
（
子
実
タ

ン
パ
ク
質
含
有
率
向
上
）
の
た
め
新
た
な
追
肥
技
術
を
開
発
・
普

及
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
と
実
需
者
と
の
連
携
を
強
化
し
て
き

た（
注
3
）
。
ま
た
、
ビ
ー
ル
用
二
条
大
麦
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

全
量
契
約
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
病
害
抵
抗
性
、
栽
培
時
期
、
品
質

確
保
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
県
独
自
品
種
が
育
成
さ
れ
て
き
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
福
岡
県
に
お
け
る
水
稲
の
品
種
開
発
は
、
県

内
に
大
消
費
地
が
存
在
す
る
と
い
う
強
み
を
活
か
し
、
高
品
質
の

も
の
を
安
定
供
給
す
る
こ
と
を
目
途
に
行
わ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ

り
、
水
田
二
毛
作
の
一
翼
を
担
う
麦
類
に
お
い
て
も
、
博
多
ラ
ー

メ
ン
や
ビ
ー
ル
と
い
っ
た
実
需
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
品
種
開

発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

3
�
大
規
模
経
営
に
お
け
る
水
田
作
付
の
変
化

そ
れ
で
は
、
水
稲
や
麦
類
に
お
い
て
様
々
な
品
種
が
投
入
さ
れ

る
中
で
、
福
岡
県
内
の
大
規
模
経
営
は
、
ど
の
よ
う
に
水
田
の
作

付
を
変
え
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
二
〇
〜
三
〇
ha
経

営
規
模
の
大
規
模
個
別
経
営
の
動
向
を
紹
介
し
よ
う（
注
4
）
。

①
個
別
農
家
Ａ
経
営

Ａ
経
営
の
水
田
利
用
状
況
は
図
2
の
と
お
り
で
あ
る
。
主
な
労

働
力
は
、
経
営
者
五
九
歳
、
後
継
者
二
三
歳
、
父
八
四
歳
、
春
作

業
に
お
け
る
期
間
雇
用
数
名
、
で
あ
る
。
主
な
農
機
具
は
、
ト
ラ

ク
タ
ー
四
台
、
コ
ン
バ
イ
ン
一
台
（
六
条
）、
田
植
機
一
台
（
一

〇
条
）、
乗
用
管
理
機
一
台
、
で
あ
る
。
水
田
利
用
状
況
の
変
化

を
見
る
と
、
こ
の
一
〇
年
間
で
延
べ
作
付
面
積
は
四
ha
増
加
し
て

お
り
、
経
営
す
る
水
田
は
夏
期
・
冬
期
と
も
に
ほ
ぼ
全
面
積
に
作

付
さ
れ
て
い
る
。
麦
作
に
つ
い
て
は
作
付
面
積
が
変
化
し
な
か
っ

た
一
方
、
稲
作
に
つ
い
て
は
作
付
面
積
と
作
付
品
種
に
お
い
て
変

化
が
見
ら
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
が
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
と
収
穫

時
期
が
重
な
る
「
元
気
つ
く
し
」
の
栽
培
を
や
め
て
、「
に
こ
ま

る
」
の
栽
培
面
積
を
倍
増
さ
せ
る
と
と
も
に
、
と
も
に
晩
生
品
種

で
あ
る
「
た
ち
は
る
か
」
と
モ
チ
米
「
ヒ
ヨ
ク
モ
チ
」
を
導
入
し
、
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図2 Ａ経営における水田利用状況の変化

出所：2011年産のデータについては磯田（2014）より引用。2021年産のデータについてはＡ経営への聞き取り調
査およびJA糸島提供資料より作成。

図3 Ｂ経営における水田利用状況の変化

出所：2011年産のデータについては磯田（2014）より引用。2021年産のデータについてはＡ経営への聞き取り調
査およびJA糸島提供資料より作成。

〈2021年産の水田利用状況〉

（夏作）
主食用米22ha
ヒノヒカリ11ha
にこまる8ha
たちはるか2ha
モチ米1ha

飼料用米6．5ha
米粉用米0．5ha

・延べ作付面積：60ha

〈2021年産の水田利用状況〉

（夏作）
主食用米12ha
ヒノヒカリ4．8ha
山田錦4．8ha
にこまる2ha
ミルキークイーン0．4ha

飼料用米4ha
WCS4ha

・延べ作付面積：45ha

（冬作）
小麦17ha
チクゴイズミ8ha
ミナミノカオリ2ha
ちくしW2号7ha

大麦14ha
ほうしゅん14ha

（冬作）
小麦15ha
チクゴイズミ6ha
ミナミノカオリ2ha
ちくしW2号8ha

大麦10ha

ほうしゅん10ha

経
営
面
積

29ha

期間借地
3ha

経
営
面
積

20ha

期間借地
6ha

〈2011年産の水田利用状況〉

（夏作）
主食用米18ha
ヒノヒカリ9ha
元気つくし4．5ha
にこまる4．5ha

飼料用米6ha
米粉用米1ha

・延べ作付面積：56ha

〈2011年産の水田利用状況〉

（夏作）
主食用米9ha
ヒノヒカリ4．2ha
山田錦4ha
ミルキークイーン0．6ha
コシヒカリ0．2ha

飼料用米6ha

・延べ作付面積：35ha

（冬作）
小麦18ha
チクゴイズミ9ha
ミナミノカオリ4ha
ちくしW2号5ha

大麦13ha
ほうしゅん9ha
しゅんれい4ha

（冬作）
小麦15ha
チクゴイズミ8ha
ミナミノカオリ3ha
ちくしW2号5ha

大麦5ha
ほうしゅん1ha
しゅんれい4ha

経
営
面
積

27ha

期間借地
5ha

経
営
面
積

15ha

期間借地
5ha
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作
期
の
分
散
を
図
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

②
個
別
農
家
Ｂ
経
営

Ｂ
経
営
の
水
田
利
用
状
況
は
図
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
主
な
労

働
力
は
、
経
営
者
五
五
歳
、
妻
五
五
歳
、
後
継
者
二
六
歳
で
あ
る
。

主
な
農
機
具
は
、ト
ラ
ク
タ
ー
五
台
、コ
ン
バ
イ
ン
一
台（
六
条
）、

田
植
機
二
台
（
六
条
、
四
条
）、
乗
用
管
理
機
二
台
、
で
あ
る
。

水
田
利
用
状
況
の
変
化
を
見
る
と
、
こ
の
一
〇
年
間
で
延
べ
作
付

面
積
は
一
〇
ha
増
加
し
て
お
り
、
経
営
す
る
水
田
は
夏
期
・
冬
期

と
も
に
ほ
ぼ
全
面
積
に
作
付
さ
れ
て
い
る
。
麦
作
に
つ
い
て
は
作

付
面
積
が
増
加
し
た
分
は
全
て
大
麦
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
作
期
の
異
な
る
小
麦
と
大
麦
の
作
業
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
主
食
用
米
増
加
分
に
つ
い
て
は
新
た
に

「
に
こ
ま
る
」
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
稲
作
に
お
け
る
作
期
の
分
散
を
図
っ
て
い
る
姿
が
窺
え

る
。以

上
、
二
つ
の
事
例
の
み
で
は
あ
る
が
、
水
田
二
毛
作
を
営
む

大
規
模
経
営
に
お
い
て
は
、
多
様
な
水
稲
品
種
を
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
作
期
の
分
散
を
図
る
と
と
も
に
県
育
成
品
種
の
ち
く
し
Ｗ
2

号
も
麦
作
の
柱
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
大
面
積
の

水
田
二
毛
作
を
可
能
に
し
て
い
る
一
因
と
い
え
よ
う
。

4
�
米
粉
用
米
新
品
種
「
ふ
く
の
こ
」
導
入
の
取
り
組
み

本
稿
の
最
後
に
、
ま
だ
大
き
な
波
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
が
、
福
岡
県
の
一
部
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
米
粉
用
米
新
品
種

「
ふ
く
の
こ
」
導
入
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。
図
4

に
あ
る
よ
う
に
、
近
年
福
岡
県
に
お
い
て
は
米
粉
用
米
の
作
付
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
動
き
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
の
が
、
県

北
部
に
あ
る
直
方
市
と
遠
賀
町
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
動
き
を
牽

引
し
て
い
る
の
が
、
米
粉
用
米
新
品
種
「
ふ
く
の
こ
」
で
あ
る
。

「
ふ
く
の
こ
」
は
二
〇
一
六
年
に
農
研
機
構
が
開
発
し
た
高
ア
ミ

ロ
ー
ス
の
米
粉
麺
用
品
種
で
、
県
内
で
は
直
方
市
に
お
い
て
二
〇

一
八
年
か
ら
作
付
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
隣
の
遠
賀
町
に
お
い

て
も
作
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
注
5
）
。

過
去
を
振
り
返
る
と
米
粉
用
米
は
生
産
調
整
政
策
に
お
け
る
転

作
作
物
と
し
て
二
〇
〇
九
年
か
ら
交
付
金
対
象
と
な
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
六
次
化
」
産
品
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

経
緯
が
あ
る
（
第
一
次
ブ
ー
ム
）。
と
は
い
え
、
生
産
サ
イ
ド
の

思
い
と
は
裏
腹
に
需
要
量
は
伸
び
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

米
粉
用
米
専
用
品
種
が
な
か
っ
た
こ
と
、
製
粉
技
術
が
未
確
立
だ

っ
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
八
年
頃

か
ら
再
び
需
要
が
伸
び
始
め
て
お
り
、
第
二
次
ブ
ー
ム
の
到
来
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
米
粉
用
米
専
用
品
種
の
登
場
、
製
粉
技
術
の

向
上
、
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
食
材
需
要
の
増
加
な
ど
が
そ
の
要
因
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
が
、「
ふ
く
の
こ
」
を
原
料
に
福
岡
県
産
米
粉
一

〇
〇
％
の
乾
麺
を
開
発
し
た
元
イ
タ
リ
ア
料
理
シ
ェ
フ
Ｃ
氏
の
挑
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戦
で
あ
る
。
Ｃ
氏
は
二
〇
〇
九
年
に
福
岡
県
遠
賀
町
の
ブ
ラ
ン
ド

品
開
発
を
目
的
と
し
た
商
品
開
発
と
し
て
、
農
商
工
連
携
事
業
と

し
て
米
粉
を
使
っ
た
加
工
食
品
は
で
き
な
い
か
と
考
え
、
米
粉
麺

の
開
発
に
取
り
組
み
始
め
た
。
こ
れ
ま
で
作
ら
れ
て
き
た
国
産
米

粉
の
乾
麺
は
、
粘
性
を
出
す
た
め
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

が
原
料
の
で
ん
ぷ
ん
を
添
加
す
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
し
か
し

Ｃ
氏
は
米
粉
の
み
を
原
料
と
し
て
乾
麺
が
で
き
な
い
か
模
索
し
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
農
家
や
製
粉
業
者
な
ど
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
最
終
的
に
通
常
の
米
粉
に
、
ア
ル
フ
ァ
化
（
の
り
状
化
）

し
た
米
粉
を
混
ぜ
る
こ
と
で
、
既
存
の
製
造
ラ
イ
ン
で
も
粘
度
を

確
保
し
、
滑
ら
か
な
食
感
の
乾
麺
を
実
現
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
挑
戦
開
始
か
ら
実
に
一
二
年
の
月
日
が
流
れ
て
い
た
。
開
発

し
た
米
粉
麺
は
自
分
の
経
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
提
供
す
る
ほ
か
、
単
体
商
品
と
し
て
販
売
も
開
始
し
て
い
る
。

Ｃ
氏
へ
聞
き
取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
「
福
岡
県
産
米
粉
一
〇
〇
％

の
乾
麺
を
完
成
さ
せ
た
と
は
い
え
、
国
内
の
乾
麺
市
場
は
縮
小
し

て
い
る
。
こ
の
製
品
を
販
売
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
海
外
に
打

っ
て
出
る
必
要
が
あ
る
。
幸
い
こ
の
製
品
に
は
、
グ
ル
テ
ン
フ
リ

ー
と
無
添
加
と
い
う
二
つ
の
強
み
が
あ
る
。
今
後
は
、
原
料
と
し

て
用
い
る
米
粉
用
米
生
産
に
お
け
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
も
目

を
配
り
な
が
ら
、
海
外
市
場
を
視
野
に
入
れ
て
売
り
出
し
て
い
き

た
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た（
注
6
）
。

一
方
、
Ｃ
氏
へ
「
ふ
く
の
こ
」
を
提
供
し
、
良
き
理
解
者
で
も

図4 米粉用米の作付面積の推移（単位：ha）

出所：農林水産省「水田における作付状況について」（各年度版）、農林水産省「地域農業再生協議会別の作付状
況」（各年度版）より作成。
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あ
る
遠
賀
町
の
農
家
Ｄ
氏
（
二
〇
二
二
年
に
試
験
栽
培
開
始
、
二

〇
二
三
年
は
五
・
四
ha
に
作
付
）
に
よ
れ
ば
、
単
収
が
高
く
収
穫

時
期
が
早
め
の
「
ふ
く
の
こ
」
は
裏
作
麦
を
作
付
け
る
際
に
も
都

合
が
良
く
、
米
麦
二
毛
作
に
も
非
常
に
マ
ッ
チ
す
る
品
種
で
あ

り
、
来
年
度
以
降
も
作
付
面
積
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
意
向
を
持

っ
て
い
た（
注
7
）
。

以
上
の
米
粉
用
米
の
取
り
組
み
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
か

も
し
れ
な
い
が
、
軌
道
に
乗
れ
ば
我
が
国
水
田
稲
作
農
業
の
新
た

な
可
能
性
を
拓
く
こ
と
に
つ
な
が
り
う
る
。
今
後
も
取
り
組
み
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

注（
1
）
数
字
は
二
〇
二
一
年
の
も
の
で
あ
る
。
裏
作
田
割
合
の
算
定
式
は
以

下
の
通
り
。
裏
作
田
割
合
＝
（
田
に
お
け
る
農
作
物
作
付
延
べ
面
積

―
田
に
お
け
る
夏
期
の
農
作
物
作
付
面
積
）÷

田
本
地
面
積
。

（
2
）
巻
末
の
引
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
記
事
�【
特
集
：
今
こ
そ
我
ら
Ｊ
Ａ
の
出
番
】
五

一
〇
万
県
民
の
食
支
え
る

乗
富
幸
雄

Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く
れ
ん
運
営

委
員
会
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

元
気
な
地
域
農
業
を
め
ざ
し
て

福

岡
県
の
取
り
組
み
⑵
�
に
よ
れ
ば
二
〇
二
〇
年
時
点
で
Ｊ
Ａ
全
農
ふ

く
れ
ん
に
よ
る
米
集
荷
率
は
約
四
割
、
集
荷
し
た
米
の
四
分
の
三
は

福
岡
県
内
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
設
置
数
も
全
国
第
二
位
の
五
三
基
で
あ
る
。

（
3
）「
ラ
ー
麦
」
の
使
用
登
録
者
（
製
粉
・
製
め
ん
業
者
等
）、
使
用
店
舗

の
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
前
者
は
一
〇
一
社
（
二
〇
二
二
年
三

月
末
時
点
）、
後
者
は
一
九
〇
店
舗
（
二
〇
二
二
年
三
月
末
時
点
）
と

な
っ
て
い
る
。
ち
く
し
Ｗ
2
号
の
取
り
組
み
の
詳
細
に
つ
い
て
は
田

中
（
二
〇
一
八
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
）
下
記
で
説
明
す
る
Ａ
経
営
、
Ｂ
経
営
の
現
状
は
基
本
的
に
二
〇
二
一

年
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

（
5
）
巻
末
の
引
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
記
事
�
お
米
を
も
っ
と
食
べ
て
欲
し
い
！
国
産

米
だ
け
で
作
っ
た
米
粉
乾
麺
『
Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
（
べ
い
め
ん
）』�
に

よ
れ
ば
、
二
〇
二
三
年
、
直
方
市
で
三
二
ha
、
遠
賀
町
で
二
〇
ha
の

作
付
を
予
定
し
て
い
る

（
6
）
二
〇
二
三
年
七
月
一
九
日
に
実
施
し
た
Ｃ
氏
へ
の
聞
き
取
り
に
よ

る
。

（
7
）
二
〇
二
三
年
七
月
一
九
日
に
実
施
し
た
Ｃ
氏
へ
の
聞
き
取
り
に
よ

る
。
ま
た
、
農
研
機
構
（
二
〇
二
〇
：
ｐ
�
二
九
）
に
よ
れ
ば
、「
ふ

く
の
こ
」
の
特
徴
と
し
て
、
①
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
と
収
穫
時
期
は
ほ

ぼ
同
じ
、
②
粒
形
や
粒
大
も
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
と
同
等
な
の
で
既
存

の
農
機
具
が
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
、
③
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
に
比
べ

て
倒
伏
、
い
も
ち
病
、
縞
葉
枯
病
へ
の
抵
抗
性
が
あ
る
、
点
が
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
か
ら
の
有
力
な
転
換
品
種
の
一
つ
と

し
て
「
ふ
く
の
こ
」
は
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

【
引
用
文
献
】

磯
田
宏
（
二
〇
一
五
）「
九
州
地
域
に
お
け
る
大
規
模
水
田
作
経
営
の
展
開
」

���� 水田二毛作地帯における水稲作付と新品種普及の動向～福岡県を事例に～
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戦
後
日
本
の
食
料
・
農
業
・
農
村
編
集
委
員
会
編
『
大
規
模
営
農
の
形
成

史
（
戦
後
日
本
の
食
料
・
農
業
・
農
村
第
一
三
巻
）』、
農
林
統
計
協
会
：

三
二
二
―
三
六
三
。

磯
田
宏
（
二
〇
一
四
）「
水
田
農
業
に
お
け
る
個
別
経
営
体
の
支
援
体
制
に
か

か
わ
る
調
査
研
究
報
告
」
糸
島
稲
作
経
営
研
究
会
編
『
糸
島
稲
作
経
営
研

鑽
の
軌
跡
』、
糸
島
稲
作
経
営
研
究
会
：
二
三
二
―
二
九
四
。

金
岡
正
樹
（
二
〇
〇
七
）「
販
売
を
起
点
と
し
た
米
産
地
の
取
り
組
み
：
福
岡

県
の
先
進
農
協
の
事
例
か
ら
」『
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
農
業
経
営
研

究
』（
九
二
）
：
三
三
―
四
四
。

農
研
機
構
（
二
〇
二
〇
）「
様
々
な
用
途
に
向
く
お
米
の
品
種
シ
リ
ー
ズ
」、

https://w
w
w
.naro.go.jp

/publicity
_
report/publication

/files/

nicsrice-
tec2020.pdf

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
八
月
二
三
日
）。

�
お
米
を
も
っ
と
食
べ
て
欲
し
い
！
国
産
米
だ
け
で
作
っ
た
米
粉
乾
麺
『
Ｂ
Ｅ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
（
べ
い
め
ん
）』�、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
―
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｆ

Ｉ
Ｒ
Ｅ
（
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
）、https://cam

p-
fire.jp/projects/

view
/578005

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
年
八
月
二
三
日
）。

田
中
浩
平
（
二
〇
一
八
）「
ラ
ー
メ
ン
用
小
麦
「
ラ
ー
麦
」
の
品
質
向
上
と
ブ

ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
」『
土
づ
く
り
と
エ
コ
農
業
』
五
〇
（
五
）
：
三
〇

―
三
五
。

�【
特
集
：
今
こ
そ
我
ら
Ｊ
Ａ
の
出
番
】
五
一
〇
万
県
民
の
食
支
え
る

乗
富

幸
雄

Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く
れ
ん
運
営
委
員
会
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

元
気
な

地
域
農
業
を
め
ざ
し
て

福
岡
県
の
取
り
組
み
⑵
�、
Ｊ
Ａ
ｃ
ｏ
ｍ
農
業

協
同
組
合
新
聞
、
二
〇
二
一
年
一
月
四
日
、https://w

w
w
.jacom

.or.jp/

nouC
yo/toC

usyu/2021/01/210104-
48630.php

（
最
終
閲
覧
日
：
二

〇
二
三
年
八
月
二
三
日
）。

椿
真
一
・
佐
藤
加
寿
子
・
伊
藤
亮
司
・
青
柳
斉
（
二
〇
〇
五
）「
米
政
策
改
革

下
に
お
け
る
農
協
米
販
売
事
業
の
展
開
と
課
題
：
福
岡
県
内
の
農
協
事
例

分
析
か
ら
」『
九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
学
芸
雑
誌
』
六
〇
（
一
）
：

七
五
―
九
一
。

水田二毛作地帯における水稲作付と新品種普及の動向～福岡県を事例に～ ����
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1

は
じ
め
に

本
県
で
は
、
昭
和
三
五
年
に
台
風
被
害
を
回
避
す
る
営
農
方
式

の
確
立
を
目
指
し
て「
宮
崎
県
防
災
営
農
計
画
」が
ス
タ
ー
ト
し
、

早
期
水
稲
や
施
設
園
芸
、
畜
産
等
の
推
進
に
よ
り
、「
水
稲
＋
施

設
園
芸
又
は
畜
産
等
」
の
複
合
経
営
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
ら
の
経
営
体
が
中
心
と
な
っ
て
本
県
の
水
田
農
業
は
成

長
・
発
展
を
遂
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
長
年
の
歳
月
が
経
過
す
る
中
で
水
田
農
業
を

巡
る
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
担
い
手
の
高
齢
化
を
は
じ

め
、
慢
性
的
な
米
の
消
費
量
の
減
退
や
需
給
緩
和
状
況
等
を
背
景

と
し
た
米
価
の
低
迷
等
に
よ
り
、
近
年
で
は
、
主
食
用
米
の
生
産

か
ら
撤
退
す
る
農
家
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
今
後
と
も
持
続
可
能
な
水
田
農
業

を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
転
換
作
物

の
選
定
・
振
興
・
定
着
化
を
図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て

い
る
。

こ
の
た
め
、
本
県
で
は
、
本
県
の
主
要
産
業
で
あ
る
酒
造
業
に

お
い
て
、
焼
酎
製
造
原
料
の
麹
用
米
と
し
て
県
産
加
工
用
米
の
需

要
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
食
料
自
給
率
の
向
上
等
を
図
る
た

め
に
は
畜
産
業
に
お
け
る
自
給
飼
料
の
増
産
を
促
進
す
る
こ
と
が

効
果
的
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
加
工
用
米
や
飼
料
用
米
の
生

産
を
推
進
し
、
水
田
農
業
の
再
編
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

2

本
県
の
水
田
農
業
の
概
要

1

直
近
一
〇
年
間
の
推
移

本
県
農
業
の
主
要
な
生
産
基
盤
と
な
る
水
田
は
、
非
農
業
用
用

加
工
用
米
を
中
心
と
し
た
多
様
な
水
稲
に
よ
る

「
宮
崎
な
ら
で
は
」
の
水
田
農
業
の
展
開

愛
甲
一
郎

宮
崎
県
農
業
再
生
協
議
会

������������������������ 農村と都市をむすぶ2023．10
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途
（
宅
地
、
工
場
用
地
、
道
路
用
地
等
）
へ
の
転
用
や
条
件
不
利

地
域
を
中
心
と
し
た
耕
作
放
棄
等
の
要
因
に
よ
り
、
約
二
、
六
〇

〇
ha
（
年
平
均
で
二
六
〇
ha
）
の
面
積
が
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
水
田
に
お
け
る
作
物
作
付
の
延
べ
面
積
の
推

移
（
表
1
、
図
1
）
を
見
る
と
、
主
食
用
米
や
非
主
食
用
米
の
水

稲
が
五
六
％
、
水
稲
以
外
の
作
物
が
四
四
％
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
割
合
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
状
況
で
推
移
し
て
い
る
。

具
体
的
な
作
物
別
の
推
移
を
見
る
と
、
水
稲
の
う
ち
主
食
用
米

は
、
価
格
低
迷
等
の
影
響
に
よ
り
大
幅
に
減
少
（
四
、
九
八
六
ha

減
、
年
平
均
で
約
五
〇
〇
ha
減
）し
て
い
る
一
方
で
、
他
方
で
は
、

国
の
交
付
金
等
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
非
主
食
用
米
で
あ
る

加
工
用
米
や
新
規
需
要
米
（
飼
料
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
等
）
へ
の

転
換
・
拡
大
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
水
稲
全
体
の
作
付
面
積

は
ほ
ぼ
維
持
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

水
稲
以
外
の
作
物
に
つ
い
て
は
、
食
料
自
給
率
の
向
上
や
高
収

益
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
、
そ
の
他
（
野

菜
等
）
の
作
物
を
推
進
し
て
い
る
が
、
本
県
は
全
国
を
代
表
す
る

畜
産
産
地
と
い
う
背
景
も
あ
り
、
飼
料
作
物
が
全
体
の
約
四
分
の

三
と
多
数
を
占
め
、
宮
崎
な
ら
で
は
の
作
物
作
付
の
展
開
が
み
ら

れ
て
い
る
。

ま
た
、
水
田
に
お
け
る
作
物
作
付
の
延
べ
面
積
は
、
田
本
地
面

積
が
減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
も
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
県
の
冬
場
の
温
暖
な
気
候
等
を
活
用
し
た
水
稲
後
の
飼

表1 本県の水田における作物作付（延べ面積）の推移

注①：データの出所は、「田本地面積」は農林水産統計速報都道府県別統計、それ以外は本県の水田情報管理シ
ステムの管理データによる。

注②：「水稲以外」の「その他」は、麦、大豆、飼料作物以外の全ての作物作付の面積の合計。

（単位：ha、％）

水稲 水稲以外

合 計 田本地
面 積

水 田
利用率主食

用米
加工
用米

新規需要米
小計 麦 大豆 飼料

作物 その他 小計飼料
用米

WCS
用稲

その他
稲

平成25年産18，960 277 1974，542 14724，123 70 23913，500 5，35419，16343，28634，700 124．7

平成30年産15，0401，446 4356，735 7623，732 144 22513，893 5，11319，37543，10733，400 129．1

令和4年産13，9741，946 6967，034 7123，721 175 22513，495 4，74918，64442，36532，100 132．0

加工用米を中心とした多様な水稲による「宮崎ならでは」の水田農業の展開 ����
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料
作
物
や
露
地
野
菜
と
の
二
毛
作
が
定
着
・
拡
大
の
傾
向
に
あ

り
、
水
田
の
利
用
率
は
向
上
し
て
い
る
。

2

本
県
の
水
田
農
業
に
お
け
る
作
物
作
付
の
方
向
性

以
上
の
と
お
り
、
本
県
の
水
田
に
お
け
る
作
物
作
付
の
大
き
な

特
徴
は
、
主
食
用
米
の
減
少
分
が
非
主
食
用
米
に
転
換
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
主
な
要
因
は
、
非
主
食
用
米
の
生
産

は
麦
・
大
豆
や
露
地
野
菜
等
の
畑
作
物
に
比
べ
、
①
主
食
用
米
生

産
に
係
る
既
存
の
機
械
・
施
設
等
が
利
用
可
能
で
新
た
な
投
資
を

回
避
で
き
る
こ
と
や
、
②
基
本
的
に
農
家
は
水
稲
栽
培
に
慣
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
作
業
や
技
術
等
の
面
で
抵
抗
が
少
な
い
こ
と
、
③

水
稲
は
畑
作
物
と
違
っ
て
湿
害
の
心
配
が
な
い
こ
と
か
ら
排
水
対

策
等
の
作
業
を
省
力
化
で
き
る
こ
と
等
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、

加
え
て
④
国
や
県
の
手
厚
い
交
付
金
単
価
の
設
定
に
よ
り
主
食
用

米
以
上
の
収
益
が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
大
き
な
理
由
と
な
っ
て
い

る
。特

に
本
県
の
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
二
年
三
月
の

本
県
に
お
け
る
口
蹄
疫
の
発
生
や
平
成
一
三
年
九
月
の
日
本
で
の

Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
の
初
確
認
を
受
け
て
、
飼
料
自
給
率

の
向
上
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
自
給
飼
料
の
確
保
に
向
け
た
動
き

が
強
ま
る
と
と
も
に
、
国
の
交
付
金
等
の
後
押
し
も
あ
り
、
平
成

一
一
年
に
は
一
一
ha
だ
っ
た
作
付
面
積
が
、
令
和
四
年
に
は
七
、

〇
三
四
ha
（
全
国
第
二
位
）
に
な
る
な
ど
、
主
食
用
米
か
ら
の
転

図1 本県の水田における作物作付（延べ面積）の推移②
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換
作
物
と
し
て
飛
躍
的
に
拡
大
・
定
着
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
県
に
お
け
る
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
を
は
じ
め
と
す

る
飼
料
作
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
大
半
が
粗
飼
料
で
あ
り
、
令
和

三
年
に
行
っ
た
県
独
自
の
自
給
飼
料
調
査
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

・
大
豆
等
の
濃
厚
飼
料
の
自
給
率
は
一
三
％
と
極
め
て
低
い
状
況

に
あ
る
も
の
の
、
粗
飼
料
は
自
給
率
が
八
八
％
に
至
る
な
ど
着
実

な
生
産
拡
大
・
定
着
化
が
図
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
生

産
拡
大
は
ほ
ぼ
頭
打
ち
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
に
続
く
転
換
作
物
と
し
て
注

目
し
た
の
が
、
酒
造
業
に
お
け
る
米
麹
用
の
加
工
用
米
と
、
畜
産

業
に
お
け
る
濃
厚
飼
料
と
代
替
可
能
な
飼
料
用
米
で
あ
っ
た
。

芋
焼
酎
の
醸
造
に
必
要
な
原
料
は
甘
藷
と
麹
用
米
で
あ
る
が
、

そ
の
割
合
は
、
甘
藷
五
に
対
し
、
麹
用
米
一
と
な
る
こ
と
か
ら
、

本
県
で
の
芋
焼
酎
の
醸
造
量
を
基
に
試
算
す
る
と
、
麹
用
米
と
し

て
利
用
さ
れ
る
加
工
用
米
は
約
二
万
三
千
ト
ン
の
潜
在
的
需
要
が

あ
る
と
推
計
さ
れ
、
仮
に
加
工
用
米
の
単
収
を
五
〇
〇
㎏
／
一
〇

ａ
と
し
た
場
合
、
面
積
換
算
す
る
と
四
、
六
〇
〇
ha
の
作
付
が
必

要
と
な
り
、
転
換
作
物
の
主
要
な
品
目
に
な
り
得
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
た
。

ま
た
、
畜
産
業
に
お
い
て
は
、
粗
飼
料
と
違
っ
て
濃
厚
飼
料
の

原
料
の
大
半
を
輸
入
に
依
存
す
る
体
質
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自

給
率
向
上
や
安
全
・
安
心
な
飼
料
の
確
保
、
さ
ら
に
は
近
年
の
輸

入
飼
料
価
格
の
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
豆

等
の
濃
厚
飼
料
の
一
部
と
代
替
可
能
な
飼
料
用
米
の
生
産
に
つ
い

て
も
注
目
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
県
で
は
、
今
後
も
減
少
す
る
と
思
わ
れ

る
主
食
用
米
の
転
換
作
物
と
し
て
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
等
の
作
付
維
持

に
努
め
な
が
ら
、
加
工
用
米
と
飼
料
用
米
の
本
格
的
な
推
進
を
図

る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

3

加
工
用
米
の
推
進

1

酒
造
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携

本
県
の
令
和
四
年
の
焼
酎
出
荷
量
は
、
約
一
一
万
キ
ロ
リ
ッ
ト

ル
で
、
九
年
連
続
で
日
本
一
と
な
っ
て
お
り
、
な
か
で
も
県
下
最

大
手
の
霧
島
酒
造
㈱
は
、
一
一
年
連
続
で
全
国
焼
酎
メ
ー
カ
ー
売

上
高
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

霧
島
酒
造
㈱
で
は
、「
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
と
共
に
発
展
す

る
」
こ
と
を
経
営
方
針
の
一
つ
に
掲
げ
、
主
原
料
で
あ
る
サ
ツ
マ

イ
モ
は
九
州
産
を
一
〇
〇
％
、
麹
用
の
加
工
用
米
は
国
産
米
を
一

〇
〇
％
使
用
す
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
地
元
で
と
れ
た
原
料
の
使

用
に
こ
だ
わ
っ
た
焼
酎
の
製
造
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

特
に
加
工
用
米
に
つ
い
て
は
、
本
県
産
の
比
率
を
拡
大
し
た
い

と
の
意
向
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
六
年
二
月
に
、
宮
崎

県
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
、
霧
島
酒
造
㈱
の
三
者
に
よ
り
、「
県
内

産
焼
酎
原
料
用
加
工
用
米
の
生
産
と
利
用
の
拡
大
に
関
す
る
協

定
」（
以
下
「
三
者
協
定
」
と
い
う
。）
を
締
結
し
、
県
産
加
工
用
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米
の
生
産
と
利
用
を
長
期
的
に
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
専

用
品
種
の
選
定
・
導
入
や
安
定
多
収
・
低
コ
ス
ト
栽
培
技
術
の
確

立
・
普
及
、
②
県
下
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
集
荷
目
標
の
提
示
に
よ
る
産

地
化
の
推
進
、
③
二
六
年
産
か
ら
の
県
産
加
工
用
米
の
具
体
的
な

数
量
の
提
示
や
複
数
年
契
約
（
Ｈ
二
六
〜
二
八
）
に
よ
る
購
入
計

画
の
決
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
県
で
は
、
霧
島
酒
造
㈱
の
み
な
ら
ず
、
広
く
県
内
酒
造

業
者
の
需
要
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
時
期
に

県
及
び
各
種
団
体
、
酒
造
業
者
等
に
よ
る
「
加
工
用
米
等
生
産
・

利
用
拡
大
推
進
協
議
会
」（
以
下
「
推
進
協
議
会
」
と
い
う
。）
を

設
立
し
、
加
工
用
米
の
安
定
生
産
及
び
計
画
的
な
生
産
拡
大
に
向

け
た
各
種
課
題
解
決
に
総
合
的
に
取
り
組
む
体
制
を
整
備
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
推
進
協
議
会
で
は
、
県
全
体
で
約
二
万
三
千
ト
ン
の
潜

在
的
需
要
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
面
の
生
産
目
標
を
一
万
ト

ン
と
し
、
国
の
交
付
金
等
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
計
画
的
な
生

産
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
需
者
側
か
ら
の
ニ
ー
ズ
は
、
安
価
で
安
全

・
安
心
・
安
定
的
な
原
料
供
給
が
絶
対
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
産
地
側
が
加
工
用
米
の
生
産
を
継
続
・
拡
大
す
る
た
め
に

は
、
安
定
多
収
技
術
や
コ
ス
ト
低
減
技
術
の
確
立
・
普
及
等
が
課

題
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
総
合
農
業
試
験
場
等
で
国
の
専
用
品
種

の
実
証
を
行
う
と
と
も
に
、
本
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
加
工
用
米
専
用

品
種
の
育
成
及
び
栽
培
技
術
の
確
立
・
普
及
に
も
取
り
組
ん
だ
と

こ
ろ
で
あ
る
。

2

県
独
自
の
専
用
品
種
の
育
成

加
工
用
米
専
用
品
種
に
求
め
ら
れ
る
主
な
特
性
は
、
①
販
売
単

価
の
安
さ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
多
収
で
あ
る
こ
と
、
②
増
収
を

狙
っ
た
多
肥
栽
培
の
管
理
下
に
あ
っ
て
も
耐
病
性
や
耐
倒
伏
性
に

優
れ
て
い
る
こ
と
、
③
県
下
全
域
で
の
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、

本
県
の
水
稲
作
期
（
早
期
・
普
通
期
）
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

主
食
用
米
品
種
と
の
収
穫
時
期
が
異
な
る
こ
と
（
作
業
分
散
、
コ

ン
タ
ミ
防
止
等
）、
④
粘
り
が
少
な
い
等
の
米
麹
用
と
し
て
の
適

性
が
優
れ
て
い
る
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
県
の
総
合
農
業
試
験
場
で
は
、

「
み
系
三
五
八
」
を
育
成
し
、
平
成
二
六
年
に
県
下
全
域
で
の
普

及
拡
大
に
向
け
て
県
内
二
二
ヶ
所
で
現
地
実
証
圃
を
設
置
す
る
と

と
も
に
、
平
成
二
七
年
以
降
に
専
用
品
種
の
シ
ェ
ア
拡
大
に
も
対

応
で
き
る
採
種
体
制
の
確
保
に
取
り
組
ん
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、「
み
系
三
五
八
」
は
、
普
通
期
栽
培
地
帯
で

は
品
種
本
来
の
特
性
を
発
揮
し
、
収
量
・
品
質
等
に
お
い
て
優
位

性
が
認
め
ら
れ
た
が
、
早
期
地
帯
で
の
栽
培
で
は
収
量
等
に
お
い

て
問
題
が
あ
り
不
向
き
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
早
期

地
帯
向
け
の
専
用
品
種
と
し
て
「
宮
崎
五
二
号
」
の
育
成
に
取
り
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組
み
、
普
及
拡
大
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
両
品
種
の
育
成
経
過
や
特
性
等
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

（
表
2
）。

①

「
み
系
三
五
八
」
の
育
成
経
過
及
び
特
性

「
み
系
三
五
八
」
は
、
平
成
二
〇
年
に
「
南
海
一
四
一
号
」
と

「
東
北
一
九
五
号
」
を
交
配
し
た
組
合
せ
か
ら
育
成
さ
れ
た
普
通

期
水
稲
晩
生
の
粳
種
で
あ
る
。「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
よ
り
多
収
で
、

い
も
ち
病
圃
場
抵
抗
性
遺
伝
子「
Ｐ
ｉ
39
」を
持
つ
と
推
定
さ
れ
、

い
も
ち
病
に
強
く
、
耐
倒
伏
性
も
強
い
。
白
米
ア
ミ
ロ
ー
ス
含
有

率
が
や
や
高
い
こ
と
か
ら
、
焼
酎
麹
向
け
と
し
て
製
麹
時
に
さ
ば

け
が
良
く
、
醸
造
適
性
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
玄
米
千
粒
重
が
大

き
く
、
主
食
用
品
種
と
の
識
別
性
も
高
い
。
平
成
二
七
年
よ
り
本

県
の
普
通
期
水
稲
栽
培
地
帯
に
お
け
る
専
用
品
種
に
位
置
づ
け
、

普
及
が
図
ら
れ
て
い
る
。

②

「
宮
崎
五
二
号
」
の
育
成
経
過
及
び
特
性

「
宮
崎
五
二
号
」
は
、
平
成
二
〇
年
に
「
南
海
一
六
五
号
（
お

て
ん
と
そ
だ
ち
）」
と
「
東
北
一
九
五
号
」
を
交
配
し
た
組
合
せ

か
ら
育
成
さ
れ
た
早
生
の
粳
種
で
あ
る
。「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
よ
り

多
収
で
、
い
も
ち
病
圃
場
抵
抗
性
遺
伝
子
「
Ｐ
ｉ
39
」
を
持
つ
と

推
定
さ
れ
て
お
り
、
い
も
ち
病
に
強
く
、
耐
倒
伏
性
も
強
い
が
、

穂
発
芽
し
易
い
こ
と
か
ら
、
極
端
な
多
肥
栽
培
は
避
け
て
倒
伏
を

回
避
す
る
必
要
が
あ
る
。
焼
酎
醸
造
評
価
は
高
く
、
焼
酎
米
麹
用

加
工
用
米
と
し
て
使
用
で
き
る
が
、
炊
飯
米
は
粘
り
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
製
麹
時
の
さ
ば
け
が
若
干
劣
る
。
本
県
の
早
期
水
稲
栽
培

地
帯
に
お
け
る
専
用
品
種
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

現
在
、
こ
れ
ら
二
品
種
は
、
県
産
加
工
用
米
の
約
六
割
の
占
有

率
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
一
般
品
種
（
主
食
用
）
か
ら
の
転
換

を
誘
導
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
が
、
総
合
農
業
試
験
場
で
は
さ
ら

な
る
多
収
性
や
耐
病
性
、
耐
倒
伏
性
、
脱
粒
性
、
熟
期
等
の
改
善

等
を
目
指
し
て
、
新
た
な
専
用
品
種
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

3

今
後
の
加
工
用
米
の
推
進
方
針

表
3
の
と
お
り
、
平
成
二
六
年
産
よ
り
本
県
に
お
け
る
加
工
用

米
の
生
産
が
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
の
は
、
三
者
協
定
の
締
結
や

推
進
協
議
会
の
設
置
が
大
き
な
契
機
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
推
進
協
議
会
で
は
、
当
面
の
生
産
目
標
を
一
万
ト
ン
と

し
、
関
係
機
関
・
団
体
・
実
需
者
の
連
携
の
も
と
、
出
口
の
は
っ

き
り
し
た
生
産
・
供
給
体
制
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
令
和
三
年
に

は
、
当
面
の
目
標
で
あ
っ
た
生
産
量
一
万
ト
ン
の
達
成
に
至
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
加
工
用
米
を
核
に
し
た

農
商
工
連
携
に
よ
る
本
県
の
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興
に
つ
な
が

る
と
と
も
に
、
地
域
の
水
田
農
業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の
と

加工用米を中心とした多様な水稲による「宮崎ならでは」の水田農業の展開 ����
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表2 宮崎52号、み系358の生育・収量・品質調査成績

注①：早期は2013～2019年の7年間、普通期は2012年及び2013～2017年の5年間の標肥栽培での平均
注②：「検査等級」は1上（1）から3下（9）、規格外（10）。

表3 加工用米生産の推移

（注）「面積」は本県の水田情報管理システムの管理データ、「面積」「生産量」は国の情報に基づくため、作付
面積×平均収量＝生産量とはならない。

表4 飼料用米生産の推移

（注）「面積」は本県の水田情報管理システムの管理データ、「面積」「生産量」は国の情報に基づくため、作付
面積×平均収量＝生産量とはならない。

品種名
生育調査成績 収量・品質調査成績

出穂期
（月日）

成熟期
（月日）

稈長
（㎝）

穂長
（㎝）

穂数
（本／㎡）

倒伏程度
（0～5）

全重
（㎏／a）

精玄米重
（㎏／a）

収量比
（％）

千粒重
（ｇ）

検査
等級

早 期
宮崎52号 6／21 7／29 59．9 17．7 464 0．0 142 60．8 111 22．3 3．2

コシヒカリ 6／19 7／25 76．4 16．7 498 0．5 135 54．9 100 21．4 3．9

普通期
み系358 9／6 10／19 82．2 20．5 358 0．4 192 66．5 114 29．2 6．9

ヒノヒカリ 8／24 10／4 80．9 18．9 394 0．9 163 58．3 100 22．9 4．5

（単位：ha、トン，㎏／10ａ）

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

面 積 277 1，252 1，215 1，379 1，353 1，446 1，523 1，670 1，956 1，946

生 産 量 949 5，495 5，333 6，627 6，339 6，709 7，162 8，202 10，699 9，829

平均収量 435 480 472 509 510 493 485 500 556 516

（単位：ha、トン，㎏／10ａ）

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

面 積 197 171 470 503 529 435 420 406 481 696

生 産 量 779 672 1，993 2，424 2，628 2，147 1，868 1，919 2，367 3，348

平均収量 391 395 444 491 498 496 433 466 487 487

���� 加工用米を中心とした多様な水稲による「宮崎ならでは」の水田農業の展開
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し
て
一
定
の
成
果
と
評
価
が
得
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
生
産
量
は
、
拡
大
路
線
を
一
旦
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
、
令

和
三
〜
五
年
産
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
酒
造
会
社
か
ら
は
取
引
拡
大
の
要
請
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

令
和
六
年
以
降
は
更
な
る
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
計
画
的
な
増
産
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

4

飼
料
用
米
の
推
進

1

飼
料
用
米
推
進
の
意
義

本
県
の
令
和
三
年
の
農
業
産
出
額
は
三
、
四
七
八
億
円
で
、
う

ち
畜
産
部
門
が
全
体
の
約
三
分
の
二
を
占
め
て
お
り
、
品
目
別
の

産
出
額
を
み
る
と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
は
全
国
第
一
位
、
豚
が
第
二
位
、

肉
用
牛
が
第
三
位
と
な
る
な
ど
、
ま
さ
に
畜
産
王
国
み
や
ざ
き
を

象
徴
す
る
よ
う
な
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
県
の
畜
産
飼
料
の
自
給
率
を
み
る
と
、
先

に
も
述
べ
た
と
お
り
、
濃
厚
飼
料
は
極
め
て
低
く
典
型
的
な
輸
入

依
存
型
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
県
の
畜
産
業
は
、
食
糧
自

給
率
や
食
料
安
全
保
障
、
並
び
に
輸
入
飼
料
価
格
等
の
観
点
か
ら

は
、
不
安
定
要
素
を
抱
え
た
形
の
生
産
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
本
県
で
は
、
主
食
用
米
の
転
換
作
物
と
し
て
加
工

用
米
と
併
せ
て
飼
料
用
米
の
生
産
拡
大
に
も
注
力
し
て
お
り
、
特

に
近
年
の
輸
入
飼
料
価
格
の
高
騰
は
、
畜
産
経
営
を
大
き
く
圧
迫

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
飼
料
用
米
を
輸
入
依
存
率

の
高
い
濃
厚
飼
料
の
代
替
飼
料
と
す
る
こ
と
で
、
本
県
の
飼
料
作

物
の
自
給
率
向
上
や
畜
産
経
営
の
安
定
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
と

も
に
、
耕
種
農
家
に
お
い
て
も
国
の
交
付
金
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
で
経
営
所
得
の
安
定
等
に
資
す
る
作
物
と
し
て
大
い
に
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2

飼
料
用
米
推
進
の
現
状
と
課
題
・
対
応
策

飼
料
用
米
は
、
加
工
用
米
と
並
行
し
て
本
格
的
な
作
付
推
進
が

行
わ
れ
、
平
成
二
七
年
に
一
定
規
模
へ
の
拡
大
は
み
ら
れ
た
も
の

の
、
そ
れ
以
降
は
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
ha
程
度
の
作
付
面
積
で
推
移

し
、
加
工
用
米
に
比
べ
る
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
と
な
っ
て
い
た

が
、
令
和
四
年
は
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
等
を
背
景
と
し
た
畜
産

農
家
で
の
需
要
の
拡
大
に
合
わ
せ
て
、
県
内
で
の
作
付
面
積
が
七

〇
〇
ha
弱
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。（
表
4
）

飼
料
用
米
の
作
付
拡
大
が
ほ
ぼ
横
ば
い
に
推
移
し
て
き
た
要
因

と
し
て
は
、
加
工
用
米
は
、
ま
と
ま
っ
た
数
量
の
受
け
皿
と
な
る

実
需
者
を
確
保
し
た
上
で
生
産
目
標
数
量
を
設
定
し
、
そ
の
達
成

に
向
け
て
耕
種
農
家
を
と
り
ま
と
め
、
生
産
振
興
が
図
ら
れ
て
き

た
経
緯
が
あ
る
の
に
対
し
、
飼
料
用
米
は
、
耕
種
農
家
と
畜
産
農

家
の
個
別
相
対
に
よ
る
利
用
・
供
給
契
約
に
基
づ
く
生
産
に
委
ね

て
い
た
こ
と
か
ら
、
耕
種
農
家
と
畜
産
農
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
誘

導
す
る
た
め
の
支
援
体
制
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

加工用米を中心とした多様な水稲による「宮崎ならでは」の水田農業の展開 ����
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る
。こ

の
た
め
、
今
後
、
加
工
用
米
と
同
様
に
飼
料
用
米
の
着
実
な

普
及
・
拡
大
・
定
着
化
を
図
る
た
め
に
は
、
中
長
期
的
な
生
産
目

標
を
掲
げ
た
上
で
マ
ッ
チ
ン
グ
等
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
体
制
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
生
産
・
集
荷
・
流
通
・
利
用

の
各
段
階
に
お
け
る
各
種
課
題
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

①

生
産
目
標
数
量
の
設
定

主
食
用
米
や
転
換
作
物
の
主
力
品
目
で
あ
る
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
や
加

工
用
米
の
作
付
動
向
を
踏
ま
え
、
五
年
後
の
飼
料
用
米
の
生
産
目

標
数
量
を
一
万
ト
ン
（
作
付
面
積
二
、
〇
〇
〇
ha
、
単
収
五
〇
〇

㎏
／
一
〇
ａ
）
に
設
定
し
、
畜
産
産
地
を
中
心
と
し
た
産
地
化
に

取
り
組
む
。

②

専
用
品
種
の
導
入
及
び
低
コ
ス
ト
・
多
収
栽
培
技
術
の
確

立
・
普
及

本
県
の
飼
料
用
米
専
用
品
種
と
し
て
推
進
し
て
き
た
「
ミ
ズ
ホ

チ
カ
ラ
」
は
、
近
年
、
い
も
ち
病
の
発
生
が
確
認
さ
れ
は
じ
め
、

収
量
・
品
質
に
大
き
な
影
響
が
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

に
替
わ
る
専
用
品
種
と
し
て
、
多
収
で
い
も
ち
病
ほ
場
抵
抗
性
を

持
つ
「
ひ
な
た
み
の
り
（
南
海
飼
一
九
〇
号
）」
を
育
成
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
「
ひ
な
た
み
の
り
」
を
「
ミ
ズ
ホ
チ
カ
ラ
」

に
替
わ
る
新
た
な
専
用
品
種
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
栽
培
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
採
種
体
制
を
整
備
し
、
令
和
五
年
産
か
ら
産

地
へ
の
本
格
導
入
を
開
始
す
る
。

③

流
通
体
制
の
整
備

本
県
で
生
産
し
た
飼
料
用
米
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
が
生
産

者
か
ら
直
接
買
い
取
る
「
県
外
流
通
」、
県
内
集
荷
団
体
を
通
じ

て
飼
料
メ
ー
カ
ー
等
に
販
売
さ
れ
主
に
県
内
畜
産
農
家
が
利
用
す

る
「
県
内
流
通
」、
地
域
内
の
耕
種
農
家
と
畜
産
農
家
の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
よ
り
流
通
す
る
「
地
域
内
流
通
」
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る

が
、
流
通
コ
ス
ト
の
低
減
等
に
よ
る
本
県
畜
産
農
家
の
経
営
安
定

に
資
す
る
た
め
、
当
面
は
県
内
流
通
と
地
域
内
流
通
を
中
心
と
し

た
体
制
の
構
築
及
び
強
化
に
努
め
る
。

特
に
、
主
要
な
畜
産
産
地
に
お
い
て
は
、
大
規
模
畜
産
農
家
が

中
心
と
な
り
、
地
域
の
耕
種
農
家
と
の
連
携
の
も
と
、
籾
す
り
業

者
等
の
既
存
施
設
を
活
用
し
た
「
飼
料
用
米
流
通
拠
点
（
ハ
ブ
）」

を
整
備
し
、
飼
料
用
米
の
契
約
栽
培
等
に
よ
る
安
定
生
産
を
は
じ

め
、
集
荷
〜
乾
燥
調
整
〜
農
産
物
検
査
〜
籾
す
り
〜
玄
米
保
管
等

の
一
連
の
作
業
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
て
濃
厚
飼
料
の
製
造
機
能（
玄
米
粉
砕
〜
配
合
等
）も
整
備
し
、

自
社
農
場
向
け
の
飼
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
畜
産
物
の
高
付

加
価
値
化
（
ブ
ラ
ン
ド
化
）
を
図
る
な
ど
、
飼
料
用
米
の
生
産
・

給
餌
か
ら
畜
産
物
の
販
売
ま
で
の
全
体
調
整
及
び
統
率
を
行
う
飼

料
用
米
版
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
の
育
成
に
努
め
る
。

���� 加工用米を中心とした多様な水稲による「宮崎ならでは」の水田農業の展開

４２



④

推
進
体
制
の
整
備

県
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
令
和
五
年
六
月
に
新
た
に
「
耕
畜

連
携
推
進
部
会
」
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
部
会
を
中
心

に
本
県
の
飼
料
用
米
推
進
方
針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
飼
料
用

米
の
推
進
に
係
る
重
点
課
題
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
機
動
的
な
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

5

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
本
県
で
は
、
今
後
と
も
多
様
な
非
主
食
用
米

を
転
換
作
物
の
主
要
品
目
に
位
置
づ
け
、
宮
崎
な
ら
で
は
の
水
田

農
業
の
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
取
組

は
、
本
県
の
産
業
を
活
か
し
た
地
域
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
す

と
と
も
に
、
水
稲
の
生
産
活
動
は
機
械
化
一
貫
体
制
が
確
立
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
田
農
業
の
担
い
手
が
減
少
す
る
中
に
あ
っ

て
も
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
よ
る
規
模
拡
大
に
対
応
し
や
す

い
品
目
と
し
て
の
利
点
も
大
き
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
加
工
用
米
や
新
規
需
要
米
を
積
極
的
に
推
進

で
き
る
の
は
、
国
の
手
厚
い
交
付
金
が
継
続
し
て
手
当
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
国
の
支
援
が
途

切
れ
た
場
合
、
本
県
の
転
換
作
物
の
勢
力
図
は
大
き
く
崩
れ
、
水

田
の
遊
休
農
地
化
が
急
速
に
進
む
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

国
に
は
、
今
後
も
永
続
的
に
（
交
付
金
の
法
定
化
ま
で
見
据
え

て
）、
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
を
切
に
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。水

田
は
、
農
家
の
所
得
を
生
み
出
し
、
国
民
の
食
料
安
全
保
障

の
確
保
等
に
資
す
る
生
産
基
盤
で
あ
る
と
同
時
に
、
多
面
的
機
能

を
有
し
、
国
土
保
全
に
寄
与
す
る
貴
重
な
財
産
で
あ
る
。

今
後
と
も
多
様
な
水
稲
は
も
と
よ
り
高
収
益
作
物
等
の
生
産
基

盤
と
し
て
の
維
持
に
努
め
、
本
県
の
持
続
可
能
な
水
田
農
業
の
展

開
に
つ
な
げ
て
参
り
た
い
と
考
え
る
。
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編
集
後
記

「
秋
涼
の
候
」
と
書
き
出
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
未
だ
暑
い

日
々
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
地
域
も
多
い
よ
う
で
す
。
今
年
の
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
の
猛
暑
は
人
々
の
暮
ら
し
は
も
と
よ
り
、
農
林
水

産
業
に
も
様
々
な
形
で
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
物
価
高
騰
の
最

中
、
野
菜
や
果
物
の
生
育
に
も
影
響
し
、
強
い
て
は
価
格
の
上
昇

に
も
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
号
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
米
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
平
年
並
み

の
作
況
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
暑
さ
や
台
風
な
ど
の
影
響
も

重
な
り
、
品
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
り
の
秋
を
迎

え
心
配
な
要
素
も
あ
り
ま
す
が
、
一
年
で
最
も
充
実
す
る
農
林
水

産
物
を
心
置
き
な
く
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

今
ほ
ど
も
記
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
特
集
は
、「
水
稲
品
種
開

発
の
現
段
階
」
で
、
我
が
国
の
「
水
稲
」「
水
田
農
業
」
を
取
り

巻
く
状
況
と
、
北
海
道
、
東
北
、
九
州
を
中
心
と
し
た
品
種
開
発

の
背
景
や
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
五
人
の
方
か
ら
寄
稿
頂
き
ま
し
た
。
我
が
国
の
主
食
で

あ
り
安
全
保
障
の
要
で
あ
る
が
故
に
、
研
究
開
発
や
育
種
、
さ
ら

に
は
投
下
労
働
な
ど
に
ま
で
気
を
配
り
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
積

み
重
ね
の
上
に
、「
日
本
の
お
米
」
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

日
本
人
の
米
離
れ
が
急
速
化
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
国
民
一
人
あ
た
り
の
年
間
消

費
量
は
、
一
九
六
二
年
の
一
一
八
・
三
キ
ロ
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減

少
し
、
二
〇
二
二
年
で
は
五
〇
・
七
キ
ロ
と
四
割
程
度
ま
で
落
ち

込
ん
で
い
ま
す
。
油
脂
食
品
を
中
心
と
し
た
食
へ
の
変
化
や
食
生

活
の
多
様
化
、
少
子
高
齢
化
や
変
わ
り
ゆ
く
世
帯
構
造
な
ど
が
要

因
と
言
わ
れ
、
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
進
む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

食
や
外
食
な
ど
に
よ
る
消
費
は
急
増
し
て
お
り
、
消
費
量
の
三
割

を
占
め
る
ほ
ど
で
す
。
家
族
構
成
や
労
働
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
共
稼
ぎ
世
帯
や
単
身
世
帯
で
は
「
手
間
を
か
け
な
い
」「
短

時
間
」
で
の
料
理
や
食
事
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
と

私
自
身
も
単
身
生
活
時
に
は
そ
の
と
お
り
で
し
た
。

他
方
、
健
康
志
向
を
背
景
と
し
た
米
離
れ
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
や
脳
機
能
に
効
果
的
と
す
る
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
を
多
く
含
む
「
髙

機
能
玄
米
」
が
報
告
さ
れ
る
等
、
健
康
志
向
に
対
応
す
る
「
米
」

の
品
種
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
今
号
は
、
主
食

で
あ
る
「
米
」
の
開
発
（
生
産
）
現
場
で
の
進
化
の
日
々
を
見
過

ご
し
て
は
い
け
な
い
、
そ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
今
回
の
表
紙
・
裏
表
紙
の
写
真
は
、
石
川
分
会
と
富

山
分
会
よ
り
提
供
頂
い
た
、
今
秋
の
支
援
米
収
穫
作
業
の
模
様
で

す
。
多
く
の
読
者
も
一
度
は
携
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
九
〇
年

代
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
が
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

（
柴
山
）

４４


